
】

橋

静

若

草
十

巻

第
二

紋

日

本

重

工

業

経
済
に

於

げ

る

生

産

技

術

の

欒

動

n
‖
Hカ

藤

席
′

一

包)

産

要
理

響
い

ふ

嘉
は
､

嘗
て

不

況
剋
服
の

封

警
し
て

喧

俸
せ

ら

れ

芸
で

雪
が
､

今
再
び

こ

の

裏
は

掌
工

業
動

羞

警
し

て
､

産

業

誓
に

新
ら

し

き

課

警
震
ト
つ

つ

雪
｡

こ

の

産

誉
諾
は

苦
し

て

蓋
淫
に

於

望
嘉
的
合
理

砦

指
す

も
の

で

雪
て
､

そ
の

壷
内
容

笠
産

宕
､

若
ト

く

量
産

歪
の

攣
動
と

解
せ

ら

れ

る

壷
の

諸
現

象
に

伯

誉
ぬ

も
の

で

雪
｡

生

産
過

程
の

機
械
此
､

僅
業
過

程
の

流
動
佗
､

労
働
過

程
の

分
業

馨
､

智
之
で

誓
言
ト
て

書

孟
蒜
の

課
題
は
､

日

本

重
工

業
経

済
に

整
り

る

斯
か

る

諸

現

象
の

膵

面
的

聾
展
を

解
明

ト
､

併
せ

て

生

産
捷
術

聾
展
の

現

段
階
を

明

ら
か

警
し
む

る

に

雪
｡

二

毒
の

倖

警
有
す
る

密

雲
に

於
い

て

も
ー

雷
雲
珊

に

於

望
孟
宗
の

問
題
は

確
か

墓
要

雪
雲
で

雪

苦
い

へ

る
｡

古

豊
沃
の

経
済
畢

農
よ
｡

其
虞
に

昌
せ

ら

れ

雷
神

笠
論
の

馨
は
､

機
械
の

採
用
に

よ

る

慕
的
合
理

悪
弊
働
需
要

に

如

何

空
襲
動
を

輿
ふ

る

か

に

撃
る

も
の

で

雪
て
､

苗

豊
実
薬
理

論
の

慧
を

形

要
る

も
の

で

は

な
い

か
｡

又

7
ザ

ン



ユ4

ヌ

笹

沢
の

経

済
峯
を

見
よ
才

人
は

共
産
に

資
本
の

挙
動
を

伴
ふ

生

産
方
法
の

欒
革
が
､

経
済
聾
展
理

論
の

中

心

と

L
て

思
惟
の

封
象
と

な

り

し

専
箕
を

想
起

す

る

に
､

恐

ら

く
決
し

て

躊
躇
せ

ぬ

で

あ
ら

う
｡

ま
こ

と

に

経
済

撃
一

石

年
の

歴

史
に

於
い

て
､

生

産
技
術
の

蟄
展
に

圃
す
る

諸

問
題
は
､

漸
く
の

如
き

重
要
な

る

課
題
を

接
ひ

つ

つ

あ
つ

た
の

で

あ

る
｡

而
し
て

前
者
に

於
い

て

は
､

絢
爛
た

る

産
業
革
命
の

鼓
術
的

聾
達
の

結
果
と

L

て

招
奔
せ

ち

れ

た
エ

場
生

産
制
工

業
忙

於
け
る

失
業
問
題
解
決
の

焉
の

理

論
的

武
器

を

轟
供
せ

ん

と

し

た

る

に

(

荘
一

)

あ

り
､

又

後
者
に

於
い

て

は
､

自
由
主

義
脛
済
社
食
に

於
け

る

生

産
力

移

動
の

方
向
及

速
度
を

規
定
す
る

も
の

と

し

て

の

生

産
技
術
の

地

位
を
､

資
本
襲
動
と
の

開
聯
に

於
い

て

解
明

し

た
る

も
の

と

見
ら
る

可

き

で

あ

る
｡

(

註
一

)

磯
城
と

失

業
と

の

開
聯
は
､

通
常
補

償
理

論
(

】

㌘
巨

竜
H

巨
こ
(

占

牢
【

訂
毒

せ

に

於
い

て

南
記
せ

ら

れ

る

所
で

あ

る
｡

リ

カ

ル

ド

ー
､

マ

ッ

ヵ

｡

ッ

ク

∵
シ

ニ

オ

ヤ
､

及

び

ミ

ル

を

以

て

代

表
せ

ら

れ

る
一

聯
の

正

統
畢

次
に

於

け

る

完
全

補
償
の

理

論
に

於
い

て

も
､

屡
々

穿

働
需
要
と

賀
銀

と

の

関
係

を
過

つ

て
､

或
ひ

は

機

械
生

産
と

市

場
進

展

力

と

の

関

係
を

過
つ

て
､

楽
観

論
と

悲

観
論
と

の

封

立

が

見

受

け

ら

れ
た
｡

而

し
て

そ
の

最

も

職

烈
な

る

討

論
は
､

･

タ

カ

ル

ド

ー

と

マ

ル

サ

ス

､

及

び

リ

カ

ル

ド

ー

と

マ

ッ

カ

ロ

ッ

ク

に

於

い

て

闘

ひ

取

ら

れ

た
｡

然
し

之

等
の

努

力

に

も

不

拘
､

労

働

補

償
の

問
題
は

今
日

と

疎
も

俵

恭
と

し

て

麹
き

れ
て

ゐ

る

未

解

決
の

ア

ポ

ク

ヤ

で

あ

る
｡

P

巨
富

邑
○
”

守
F
?

首
】

e

書
h

写
-

ぎ
i

邑
票
?

冒
毒

害
-

賢
邑
き

野
良

邑
･

-

琶
･･

芦
p

ワ

芦
→

+
ト
･

官
訂
-

旨
亡
∽
い

守
i

ロ
?
首
-

e

書
言
○
】

E
邑
e

呂
-

毒
-

ヨ

ー

琶
.

p

p

∴
た
甲

告
∽
.

打

払
･

呂
=
小

り
山

莞
i

-
)

-

2

…
言
(

已

訂
已
①

言

冒
…
y

-

芸
I
L

O

邑
c

芦
ノ
1

已
-
･

写
-

亭
}

芦
の

そ

れ
ぞ

れ

を

見
よ
｡

勿

静
以
上

に

於
い

て
､

最
も

卓
悲
し

た

る

は
マ

ル

サ

ス

で

あ

ら

う
｡

更
に

セ

イ

の

完

全

補

償
理

静
に

於

け

る

勢
働
需
要
の

安

定

性
に

関
す

る

三

つ

の

主

寂
の

如
き

も
､

一

考

た

慣
す

る

で

あ

ら

う
｡

J
･

出
･

欝
ヨ

A
オ

芸

邑
琶
C

{

冒
ェ

ェ

邑
e

言
ロ
○

≡
ゴ

ビ
C

邑
2
P

-

00

芦
+

ざ

:
.

写
空
丁

声

〓

日

本

重

工

業

経
済
に

於

け

る

生

産

技
術
の

攣
動

Ⅰ6 Ⅰ



一

橋

論

叢

弟
十

巻

第
二

貌

4ヱ

生
産
技
術
の

聾
展
に

於
い

で
､

最
も

主

要
な
る

課
題
は

生

産
過

程
の

機
械
化
に

関
す
る

も
の

で

あ

る
｡

考
ふ

る

に

機
械
と

は

労
働
過

程

6 2

の

代
位
に

依
つ

て

労
働
の

生

産
力
を
､

惹
い

て

は

資
本
の

生

産
力
を

増
進
せ

し

む

る

篤
の

一

聯
の

機
構
で

あ

る
｡

勿

論
こ

の

表

現
は

吾
々

の

立

場
か

ら

規
定
し

た
る

も
の

で

あ

る

が
､

異
り

た

る

立

場
に

あ

り
て

も
機
械
の

本
質
は

常
に

以

上

の

如
き

内
容
を

有
す
る

で

あ
ら

う
｡

少
)

＼

と

も

機
械
を

生

産
力
と
の

開
聯
に

於
い

て

考
察
す
る

な

ら

ば
､

表

現
の

差

こ

そ

あ

れ
､

そ

の

本
質
は

重
さ

し

く
こ

の

鮎
に

於
い

て

把

握
せ

ら

る

可

き

も
の

で

あ

る
｡

従
つ

て

機
械
化
と

は
､

資
本
の

生

産
力

を

昂
揚
せ

し

む
る

為
に
､

生

産
過

程
に

機
械
を

導
入

し
て

労
働
を

排

除
せ

し

む

る

亭
で

あ
る
｡

然
る

に

こ

の

生

産
過

程
に

採
用
せ

ら
る

可

き

機
械
は
､

原

動
機
械
及

び

作

業
機
械
よ

り

成
立

し
､

更
に

こ

の

結
合
は

常
に

侍
動
機
構
に

よ

つ

て

可

能
と

な
る
｡

そ

れ

故
に

機
械
他
に

よ

る

生

産

鼓

術
の

欒
動
は
､

原
動

機
械
及
び

作
業
機
械
の

そ

れ

ぞ

れ

に

就
い

て

考
察
さ

れ

な

ぐ
て

は

な

ら

な
い
｡

以

下

吾
々

は

之
等
を

中
心

と

L

た

る

機
械
化
の

進
展
に

論
及
L
､

併
せ

て

作
業
の

流
動
化
､

労
働
の

分
業
化

等
の

諸
現

象
を

分
析
し
て

行
か

う

と

息
ふ
｡

尭
づ

問
題
の

一

､

原
動

機
械
の

生

産
過

程
へ

の

應
用
は

如

何
に

進
展
し
っ

つ

あ
る

か
｡

こ

の

分
析
か

ら

始
め
る
｡

第
一

表
は

日

本
工

業

に

於
け
る

原

動

機
應
用
の

準
展
を
二

不

L

た

る

も
の

で
､

昭

和

四

年
に

於
い

て

原

動
機
普
及

率
は

八
一

･

六

パ

ー

セ

ン

ト

た

り

し

も
の

が
､

爾
秀
年
々

平

均

〇
･

五

六

パ

ー

セ

ン

ト

を

増

加
し
て
､

同
十

三

年
に

は

八

七
･

二
パ

ー

セ

ン

ト

を

示

す
に

到
つ

て

居
る
｡

こ

の

原

動
機
應

用
の

高

率
は
､

日

本
工

業
の

生

産
構
造
に

於
け
る

最
も

顛
著

琴
る

特
質
と

し
て

指
摘
し

得
る

所
で

あ

る
｡

之

を

諸
外
国

と

比

賛
す
る

に
､

猫
逸
に

あ
つ

て

は
一

九
三

三

年
度
に

於
い

て

石

丸

十

三

萬
の

工

場
中

五

十

八

萬

四

千

飴
の

エ

場
が

機
械
化
さ

れ
て

居
り
､

原

動

機
普
及

率

は

三

〇
･

四
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る
｡

然
る

に

璃
逸
に

於
い

て

は
､

椎
柴
貞
五

人

以

下
の

小

経

営
を

も

集

計
し
て

ゐ
る

の

で
､

之
を

除
外
す

る

と

磯
城
此
の

率
は

七

三
･

七
パ

ー

セ

ン

ト

把

な
る
｡

而
し
て

周

年
に

於
け
る

日

本
の

機
械
化
率
は

八
五
･

二

パ
･
-

セ

ン

ト

で

あ
る
｡

又



第
一

表

日

本
工

業
二

於
ケ

ル

原
動

横
應
用
ノ

華

族

次

〔

工

場

数

絶

工

場

数

昭

和

十 十 十 十 九 八 七 大 五 四

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

五

九
､

八

八

七

六

二
､

二

三

四

大

四
､

四
三

大

六

七
､

三
一

八

七
一

､

九

四

〇

八

〇
､

三
一

一

八

五
､

一

七

四

九

〇
､

六

〇
二

一

〇

六
､

0

〇
五

一

一

二
､

三

三

二

原

動

機

使

用
工

場

原

動

機

【

原

普

及

率

町

斗
1

薮

萄

横

工

場

単

位

安

馬

力

茎

数

盲

男

単

位

馬

力

四
八
､

八

二

二

五
一

､

四

〇

七

五

三
､

四

四

二

五

大
､

四

五

三

六

｢
二

〇

三

六

八
､

三

〇

六

七

三
､

三

〇

二

七

八
､

六

七

〇

九
一

､

六
】

八

九

八
､

一

一

九

八
一

･

六

八

二

･

五

入

三

･

〇

八

三

･

八

八

五

二
一

入

五
･

〇

八

五
･

〇

八

七

･

二

八

六
･

五

八

七

二
一

一

六
一

､

〇
一

二

一

六
五
､

二

四
八

一

九
五
､

三

一

〇

ニ

ー

四
､

二

五

九

二

六
二
､

六

七

四

三

三

三
､

四
一

一

四

四
二
､

三

二

五

五

三

〇
､

六
一

七

六
二

六
､

三

六

七

七

三

七
､

二

四
九

八
､

四

大

二
三

八

〇

七
､

二

九

六
､

七

四

四

七

+
一

四
六
､

五

二

〇

七
､

二

八
一

､

六

三
一

七
､

九

大

四
､

九

七

五

入
､

七

ニ

ー

､

五

七

七

九
､

五

四
八
､

七

二

七

一

〇
､

六

八

七
､

九

三

二

一

二
､

五

大

九
､

〓
ハ

二

∵

三
H
い

一ル

三

･

七

三

･

八

四
･

三

四
･

九

六
･

〇

六
･

七

六
･

八

七

･

五

一

四
ニ

ー

二

九

一

三

〇

一

二

八

一

三

〇

一

三

六

一

三

七

五
･
二
･

五

四

四
･

二

三

七
･

〇

三

〇
･

〇

三

〇
･

三

二

六

ニ
ー

二
一

･

五

二

〇
･

一

二

〇
･

〇

伊
太

利
に

あ
つ

て

は
､

一

九
三

九

年
の

工

業
調
査
の

結
果
に

よ

る

と
､

全
工

場
の

僅
か
一

五
｡

ハ

ー

セ

ン

ト

が

原
動

機
を

使
用

し

居
る

に

過

ぎ

な
い
｡

尤
も

伊
太

利
に

あ
つ

て

は

十

人

以

下
の

経

営
を

も

集
計
し

て

居
る

の

で
､

之
を

除
外
し

て

考
へ

れ

ぼ

機
械
化
率

竺
六
･

八
パ

ー

セ

ン

ト

と

な

る
｡

而
し
て

同

年
に

於

け
る

本
邦
の

機
械
化
は
､

全

工

場
の

八

丁
六

パ

ー

セ

ン

ト

に

及
ん

で

居
る
｡

更
に

機
械
化
の

水

つ

J

l ｡

準
を

米
国

と

比

較
す
る

に
､

米
国
に

あ

り
て

は

大

饅
本
邦
と

同

左
準
で

あ
る

が
､

未
だ

本

部
を

凌
ぐ
忙

は

到
っ

て

屠
ら

ぬ
｡

遡
っ

て

昭

砧

甘

本

書
工

業
経

済
に

於

け

る

生

産
技
術
の

牽
動



一

橋
.
静

茸

第
十

巻

夢
二

眈

舶

和
二

年
に

つ

き

考
ふ

る

に
､

米
国
の

七

八
パ

ー

セ

ン

ト

に

封
し

本

邦
は

八

二
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

り
､

又

大
正

十

四

年
に

更
ノ

て

は

米
国
の

6 4Ⅰ

七

三
パ

ー

セ

ン

ト

に

封
し

本

邦
は

七

八
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
つ

た
｡

斯
く
の

如

く
本

邦
工

巣
の

機
械
化
率
は

極
め
て

高
水

準
で

あ
つ

て
､

世

界
随
一

を

示
し
て

ゐ

る
｡

然
し

此

虞
に

注
目

す

可

き

は
､

機
械
他
の

進
展
に

伴
つ

て

原
動
機
畢
位
馬
力
容
量
が

累
年
低
下
の

傾

向
を

示

L

っ

っ

ぁ
る

専
で
､

第
一

表

は

之
を

如
貿
に

示

し
て

ゐ
る
｡

然
ら

ば
こ

の

理

由
は

如
何
な
る

鮎
に

あ

る

か
｡

日

本
工

業
に

於
け

る

原
動
機
の

主
要

部
分
を

占
む
る

も
の

は
､

言
ふ

進
も
無
く
電
動
機
で

あ

る
｡

例
へ

ぼ

昭

和
十
二

年
に

於
い

て
､

紡

織
工

業
用

池
原

動
機
茎
数
の

九

八
･

八
パ

ー

セ

ン

ト

は

電
動
機
で

あ

る
｡

同

様
に

金

屠
工

業
､

機
械
器

具
工

業
に

於
い

て

も
｢

電
動

機
は

絶
原
動
機
茎
数
の

殆
ん

ど

全

部
を

占
め
て

ゐ

る
｡

而
L
て

重

工

業
を

通
じ
て

電
動

機
使
用

率
は

絶
原
動

機
数
の

九
八
･

五
パ

ー

セ

ン

ト

に

及

ん
で

ゐ

る
｡

勿

論
之
を

真
底
力
の

鮎
か

ら

見
れ

ぼ

高
々

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

未
満
で

あ

る

が
､

之
は

火
力

黎
電
用

蒸
汽
タ

ー

ビ

ン

及
び

水

力

蟄
電
用
タ

ー

ビ

ン

水

草
に

そ
の

安
居
力
を

集
中

し
て

居
る

電
力
エ

糞
を

含
む
が

篤
で

あ
つ

て
､

之
を

除
外
し
て

考
ふ

れ

ぼ
､

箕

馬
力
の

鮎
か

ら

す
る

も
､

電
動
機
が

そ
の

主

要
部
分
を

占

む

る

も
の

な

る

事
は

自
ら

明
ら

か
で

あ

る
｡

斯
ぺ
て

原
動

機
軍
使
容
量
の

低
下

を

由

蒸

せ

し

む

る

に

到
つ

た
理

由
は
､

電
動
機
単
位
容
量
の

低
下
が

如

何
な

る

生

産
構
造

か

ら

由

雄
し

た

る

も
の

で

あ

る

か

と
い

ふ

問
題
に

置
き

換
へ

て
.
論
ぜ

ら

れ

る

専
と

な

る
｡

考
ふ

る

に

斯
か

る

電
動

機
軍
使

容
量
の

低
下

を

招
奔
す
る

に

到
つ

た

第
一

の

理

由
は

エ

作
機
械
に

於
け
る

電
動
機
直
結
傾

向
に
■
基

因

す

る

も
の

で

あ

る

と

鳳
は

れ

る
｡

工

作
機
械
に

電
動

機
よ

り

動
力
を

俸
達
す

る

に

は
､

少

く
と

も
二

つ

の

形

式
が

あ
る
｡

;
は

凍

容
量
の

.

電
動
横
を
エ

作
場
に

設
備
し
､

此

虞
に

於
い

て

養
生

し

た
る

同

碍
の

エ

ネ
ル

ギ
ー

を
､

各
工

作
椒
械
へ

間
接
に

プ

ー

リ

ー
､

ベ

ル

ト

及

び

カ

ウ

ン

タ

ー

･

シ

ャ

フ

ト

の

連

絡
を

以
て

俸

達
す

る

方

武
で
､

集
圏

蓬

持
又
は

間
接
駆
動
と

稀
せ

ら

れ

る

も
の

で

あ

る
｡

他
の

一

つ

は

之



一

九
U4

に

封
し

各
箇
遥

碑
文

は

直
接
騒
動
と

稀
せ

ち

れ

る

も
の

で
､

小

容
量
の

電
動

機
を
エ

作
機
械
に

直
結
､

若
し

く
は

連
結
せ

し

め
､

ピ
ニ

オ

ン

及
び

ギ

ヤ

の

聯
動
を

通
じ
､

回
韓
の

エ

ネ
ル

ギ

ー

を

エ

作
機
械
の

固

持
軸
収

俺
達
す

る

方

式
で

あ

る
｡

而
L
て

前

者
に

あ
つ

て

は
､

概

ね

三

相
交
流
の

定
速
電
動
機
を

使
用
し
､

戯
も

速
度
制
御
に

は

単
な

る

二

次

同
路
の

抵

抗

制
御
を

行
ふ

の

が

精
々

で

あ
る

か

ら
､

速
度
の

調
整
に

昔
つ

て

は

工

作
機
械
の

側
に

あ
つ

て
､

ベ

ル

ト

の

段
巷
を

行
ふ

か
､

或
は

ク

ラ
ッ

チ

に

よ

る

欒
連
装
遣
を

利
用
せ

ね

ぼ

な

ら

ぬ
｡

●

怒
し

斯
か

る

方
式
に

あ
つ

て

は
､

機
械
に

封
す
る

固

定
投

資
の

僅
少

な
る

麿
臍
的

利
鮎
を

有
す
る

牛
面
､

動
力
俺
達
に

於
け
る
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

損
失
､

休
止

時
に

於
け
る

動
力
損
､

調
速
の

困
難
其
他
の

紋
鮎
を

随
伴
す
る

の

で
､

一

部
の

精
密
作
業
を

除
き
､

瀬
次

電
動
機
直
結

(

戟
ニ
)

方

式
に

樽
換
L
つ

つ
･
あ
る
｡

こ

の

結
果
電
動
機
軍
使
容
量
は

著
る

し

く
低
下
の

傾

向
を

草
す
に

到
つ

た
｡

斯
く
.て

単
位
容
量
低
下
の

傾

向

と

表
裏
し
て
､

エ

場
軍
使
茎
数
は

増

加
の

傾

向
を

示

す
に

到
つ

た
｡

昭

和

四

年
に

此
し
､

同
十

三

年
に
.
於
い

て

は
､

エ

場
軍
使
電
動
機
茎

数
が

大

約
倍

加
し

た

る

は

之
を

語
る

も
の

で

あ

る
｡

(

註
ニ
)

清
窄
作
業
､

例
へ

ば

航

空

聾

動
機
シ

リ

ン

ダ

ー

内
部
の

蒋
別

に

用

ふ

る

シ

リ

ン

ダ

ー
･

ポ

ー

ル

盤
の

作
業
ヤ
ー

或

は
ホ

ブ

中
グ

リ

や

イ

ン

ポ

少
ユ

ウ

ト

歯
切

に

用

ふ

る

特
殊

港

密
磯
に

あ
つ

て

は
､

切
削

誤
差
の

許
容

範
囲
を

最
少

隈

に

鮪
少

す

る

事
を

要

求
せ

ら

れ

る

の

で
､

電

動
横
直
結
の

場
合
に

同

薄
手

振

動
の

不

平

衡
が
ス

イ

ン

グ

に

影
響
を
及

ぼ

す

事
を

防
止

す

る

麓

に
一

間
接

駆

動
方

式

を

使

用

す

る

場
合
が

あ

る
｡

第
二

に

電
動
機
容
量
低
下
の

原

因
に

は
､

標

準
電
動
機
の

需

要
増
加
を

奉
げ

な

く
て

は

な

ら
ぬ
｡

標
準
電
動
機
は

電
気
機
械
の

分
野
に

･

詐

三
)

於
い

て

最
も
早
く
か

ら

規
格
の

統
｢

を

経
験
し

た
る

も
の

で

あ
つ

て
､

大

量
生

産
に

依
る

原
億
安
は
､

操
作
上
の

便
宜
と

相
侯
つ

て
､

こ

の

小
容
量
電
動
機
の

普
及
に

大

き

な

影
響
を

輿
へ

た

も
の

と

息
は

れ
る
｡

更
に

近

年
公

定
債
格
の

設
定
を

見
る

に

到

り
､

諸
機
械
の

債
格

讐
に

も
不
拘
､

値
1

不

能
の

賞
状
に

雷
､

こ

の

鮎
か

ら

も

雪
の

実
虞
起

し

窒

芸
雪
讐
朗
で
･

雪
｡

裁
く
て

こ

の

塵

･ェ65

田

本
重

工

業
遜

顔
に

於

廿

る

生

産
哉
術
の

優
勢



‥

n

)
イ
丁

一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

狭

小

容
量

電
動

機
の

低
廉
は
､

操
作
上
の

簡
便
と

低
原

憤
電
力
の

供

給
と

相

侯
つ

て
､

従
爽
螢

軌
力
に

依
存
せ

し

作
巣
瓢
門

に

新
ら

L

く

敵

組T▲

械
を

導
入

す
る

専
を

可

能
な

ら

し

め
､

こ

の

方
面

か

ら

も
こ

の

種
電
動

機
需
要
を

増

大
せ

L

む
る

地

盤
を

聾
生

す
る

に

到
つ

た
｡

斯
く
て

農
業
の

機
械
化

は

促
進
せ

ら

れ
､

又

〓
カ

農
村
工

業
は

著

る

し
い

蟄
達
を

示

す
に

到
つ

た
｡

文

中

小
工

業
に

於
い

で

も
､

電
動

機
の

採
用

は

次

第
に

従
奔
手

仕
事
に

依
存
し
っ

つ

あ
つ

た

作
巣

部
門

を

機
械
化

し
っ

つ

あ

る
｡

人
は

今
日

町

工

場
に

於
け

る

生

産
形

態
に

あ
つ

て

も
､

そ

の

生

産
作

業
が

著
る

し

く

機
械
の

應
用

を

随
伴
し
っ

つ

あ

る

事
を

見
出

す
で

あ

ら

う
｡

本

邦
中
小
工

業
存
緯
理

由
の
一

年
は
､

こ

の

鮎

に

存
す
る

を

想

起
せ

ね

ば

な
ら

ぬ
｡

(

撃
ニ

)

槙
準
電

動
機
､

即

ち

小

形
三

相

誘
導

電

動

機
の

規

格

統
一

は
､

単

相

抽

入

廼

塵

界

と

共
に
､

電

気
機

械
に

於
い

て

最
も

早

期
か

ら

標
準

規

格

■
の

制

定
を

見
た

る

も
の

で

あ

る
｡

前

者
は

日

本

標

準
規

格
第
六

十

五

鍍

(

昌
汁

芸
ダ

?
ヱ

に

よ

り

昭

和
二

年

十

月

制

定

を

見
､

同
九

年

十
二

月
に

改

訂
せ

ら

れ
て

ゐ

る
｡

又

後
者
は

本

邦
榛

準
規

格
草
創
期
の

大

正

十

五

年

六

月
に

←

拭
平
∽
-
)

?
∽

を

以
て

髄
定
せ

ら

れ

た
｡

斯
く
て

一

方
に

エ

作
機
械
の

電
動
機
直
結
の

進
展
が

あ

り
､

又

他
方
に

標
準
電
動
機
の

普
及
が

あ

り
､

こ

の

両

面

か

ら

電
動

機
容
量
は

(

澄
田
)

年
々

低
下
の

一

途
を

進
み

釆
つ

た

も
の

で

あ

る
｡

第
二

表

は

之

を

示

す
｡

今
十

馬
力
を

基

準
と

し
て

之
を

見
る

に
､

茎
数
別

に

も
文

官
馬

■

カ

別
に

も
､

電
動

機
小
容
量
化
へ

の

傾

向
は

極

め

て

急
速
に

進
展
L
つ

つ

あ

る
｡

斯
く
て

昭

和
十

三

年
に

あ
つ

て

は
､

電
動

機
の

平

均

賓

●

馬
力
は

八
･

八

馬
力
と

な

り
､

仝

電
動

機
茎

数
の

八

割
以

上

は

十

馬
力
未

満
の

小

形

電
動

機
の

占

む

る

所
と

な
つ

た
｡

(

註

四
)

更
に

電

動

機

単
位

容

量

低

下
の

他
ノ
の

原

因
の

一

つ

に
､

エ

作

機

械
用

補

助
電

動
機
の

使
用

傾

向

を

指

適
せ

ね

ぽ

な

ら

ぬ
｡

即
ち

通

常
工

作
機

械
に

於
い

て

は

ス

ゼ

ン

ド

ル

駆

動
用

主

電

動
機

を

有

す
る

の

で

あ

る

が
､

一

方

工

作

磯

城
が

複
雑
化

し
､

又

他

方

之

が

自

動

化

す

る

に

到
つ

て
､

補

助
電

動
機

数

僚
を

エ

作

機

械
に

連

結

す

る

静
に

な
つ

た
｡

例
へ

ば

靂

延
工

場
に

於

け
る

熟

間
端

南

切

断
機
､

或
ひ

は

最
も

通

常
町
工

場
に

於
い

て

使



周

せ

ら

れ

て

ゐ

る

橡
準
旋
盤

及

び
ド

リ

ル

の

如

き

軍

紀
工

作
橡
は
二

箇
の

主

監

動
線

を

使

用

す

る

の

み

で

あ

る

が
､

高

級
工

作
機
や

自

動
工

作
観
に

は

通
常
少
く
と

も
一

倍
の

補

助
電

動
機
を

備
へ

て

ゐ

る
｡

例
へ

ば
ノ

ル

ト

ン

の

牛
自

動
式

研

磨

盤

に

あ
つ

て

は
､

研

磨

車

軸

駆

動
用
の

二

十

馬

力

定

速

主
電

動

機
の

他
に
､

一

馬

力

未
満
の

工

作

用

直
流

欒
速

補

助
電

動
機
一

差
と
､

二
､

三

馬

カ
の

バ

ク

ク
･

シ

ャ

フ

ト

及

び

地
歴
ポ

ン

プ

駆

動
用
の

交

流
定

速

補

助

電

動
機
一

墓
と

を

有
し

て

ゐ

る
｡

第
二

表

日

本
工

業
二

於
ケ

ル

電
動
機
應
用
ノ

特
殊

性

次

電

動

機

操

業

茎

数

操

業

電

動

横

賓

馬

力

数

一

基

雷

馬

力

数

構

成

比

(

茎

数
別
)

構

成

比

(

馬

力

別
)

十

男
嘉
丁
馬

力

望

十

馬

力

未

満

十

馬

力

以
上

昭

和

四

年

五

年

六

年

七

年

入

牢

九

年

十

年

一

五

｢
五

三

七

一

五

六
､

四
七

四

一

入

七
､

一

一

九

二

〇

五
､

八
一

六

二

五

四
､

四
七

〇

三

二

四
､

九
一

二

四
三

三
､

六
五

五

四
､

六

〇
一

､

一

六

七

三
､

四
一

三
､

二

四
七

二
､

九

四
〇
､

三
一

九

二
､

五

九

二
､

九

二

七

二
､

七

四
大

+
二

四
二

三
､

四

九
一

､

三

八
一

十
一

年

一

五

二

二
､

→

九

九

一

十
二

年

一

六
一

七
､

一

入

七

十
三

年

一

七

二

八
､

六
二

五

…
‥

M
‥

㍉
‥

H

㌍
三

二

･

〇

ニ

ー

･

八

一

五

･

止

一

二

二
ハ

一

〇
･

八

一

〇
･

七

九
･

三

八
･

九

四
､

七

七

大
､

八

九

九

山

九
･

四

六
､

三

七

四
､

三

七

八

一

人
･

八

六

七
･

七

一

三

二

･

三

六

㌣
五

■一

三
･

五

七

三

･

三

■

二

六
･･
七

七

五
.

ニ

ー

七

七

･

一

一

七

八
･

三

一

八

〇
.

五

一

M

い
‥

竺

二

四
･

八

二

二
･

九

二
一

･

七

一

九
･

五

一

九
･

〇

一

九
･

五

八

∵
ニ

ー

一

八
.

八

+

∵
五

九
･

五

一

二

･

二

一

五
･

八

一

七

･

七

一

七

.

四

Ⅳ

一

八

二
一

一

一

八

√
九

一

八

･

五

二

〇
･

三

九
三

･

五

九

〇
･

五

入

七

･

八

八

四

二
一

八

二

二
二

八

二

･

六

八
一

･

八

八
一

･

一

八
一

･

五

七

九
･

七

4 7

そ
こ

で

舞
茎
は

縛
じ
て
､

以

下

重

工

業
部
門

に

於
け
る

機
械
化
の

分
析
に

入
る
｡

尭
づ

機

械
･

金
屋
商
工

業
部
門

に

於
け

る

原

動
機
使

日

本

重
工

業

経
済
に

於

け

る

生

産

技
術
の

欒
動

6 7
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一

橋

静

叢

第
十

各

第
二

鍍

甜

用

状
況
を
､

各
産

業
部
門

と
の

封

照
に

於
い

て

観
察

す
る

に
､

原

動
機
使

用

率
は

他
工

業
部

門
に

比
L

相
嘗
高

率
で

あ
つ

て
､

金

工

業
の

7 ｡

平

均

率
を

遥
か

に

上

げ

廻
つ

て

居
る

専
が

知
ら

れ

る
｡

又

原
動
機
種
は

商
工

業
共
そ
の

殆
ん

ど

全

部
が

電
動
機
で

あ
る
｡

即
ち

機
械
器
具

工

業
に

あ
つ

て

は
､

昭
和

十

二

年
に

於
い

て
､

茎
数
別
に

は

九
九
･

五

パ

ー

セ

ン

ト
､

文

鳥
力
別
に

は

九

八
･

〇
パ

ー

セ

ン

ト

は

電
動

機

に

依
つ

て

供

給
せ

ら

れ
､

金

屡
工

業
に

あ
つ

て

も
茎
数
別
に

は

九

九
･

四
パ

ー

セ

ン

ト
､

文

鳥
力
別
に

は

七

三
･

八
パ

ー

セ

ン

ト

は

電
動

●

機
の

占

む
る

所
で

あ

る
｡

而
ト

て

絶
馬

力
数
に

於
け
る

電
動
機
外
の

残
像
は

蒸
汽
ク

ー

ビ
■ツ

及

び

蒸
汽

機
関
に

依
つ

て

供
給
せ

ら

れ
て

居

る
｡

前

者
は

金
屋
プ

レ

ス

､

機
械
鎚
､

迭

風
機
其
他
磯
城
の

動
力
源
と

し
て

の

ロ

ー

タ

リ

ー

歴
縮

機
用

原
動
機
､

或
は

自
家
聾
電
用
タ

ー

ビ

ン

聾
電
機
と

し
て

使
用
せ

ら

れ
､

後
者
は

同

様
鍛
造

機
械
動
力
源
と

し
て

の

レ

シ

プ

ロ

歴
縮
機
用

原
動
機
等
に

使

用
せ

ら

れ
て

ゐ
る
｡

斯

く
の

如

く
､

機
械
･

金
屋
工

業
部
門
に

於
い

て

は
､

原

動
機
と

し
て

は

電
動

機
が

支
配

的
で

あ

る

が
､

斯
か

る

現

象
は

各
国

産

業
経

済

に

於
い

て
､

果
し

て

共
通
で

あ
る

か

香

か

が

問
題
と

な
る
｡

第
三

表

は

伊
太

利
に

於
け

る

原

動

機
の

使

用

状

況
を

示
し

た
る

も
の

で

あ
る
｡

義

教
に

於
い

て

は
､

伊
太

利
に

あ
つ

て

も
機
械
･

金
屋
工

業
共
電
動
機
が

支
配

的
で

あ
る

が
､

箕
馬
力
の

鮎
で

は

本
邦
電
動

機
の

水

準
よ

(

濯

五
)

り

少

L

く
低
い

様
で

あ

る
｡

併
し

そ

れ

に

も

不

拘
､

電
動

機
の

支
配

的

現

象
は

本

邦
に

於
け
る

と

全

く
同

様
で

あ
る
｡

(

註
五
)

こ

の

原

因

を

な

す

も
の

は

電

黎

樺
単

位

容

量
の

相

野

的

低

位
で

あ

る
｡

例
へ

ば

伊
大

利

轢

械
工

業
に

於

け

る

電

動

機

平
均

塙

力

数
は

五

･

四

馬

力
で

あ
つ

て
､

本

邦
の

平

均

馬

力

数
よ

り
一

馬

力
小

で

あ

る
｡

●

次
に

電
動
機
平

均
賛
馬
力

別
に
､

本

邦
重
工

業
部
門
を

親
察
す
る

に
､

第
四

表
の

示

す

如

く
､

機
械
工

業
は

金

属
工

業
に

比

し
､

そ

の

平

均

容
量
が

著
る

し

く
少
で

あ
つ

て
､

平

均

十

八

馬
力
以

上

三

十

馬
力
未
満
の

も
の

を

使

用

す
る

製
造

部
門
が

相
常
数
存

在
し
､

更
に

製

織
業
に

あ
つ

て

は

そ
の

平

均

容
量
は

三

十

馬
力
を

遠
か

に

超
え

て

ゐ

る
｡

今
本

表
よ

り

看
取

し

得
ら

れ

る

専
は
､

尭
づ

機
械
工

業
に

於
い



l
r
ヘ

リ

て

は

軽
機
械
及

び

器

具

製
造

部
門
に

於
い

て

平
均

容
量
が

最
も

少
で

あ

り
､

之
に

反
し

重
機
械
､

就
中

造

船
･

革
輌
等
の

製
造

部
門

に

於

い

て

は

之
が

最
も

大
で

あ
る

と
い

ふ

享
資
で

あ

る
｡

文

金

屡
工

業
に

於
い

て

は
､

精
錬
業
に

於
い

て

そ

れ
が

大
で

あ

り
､

金

属
製
品
製
造

韓
四

表

電

動
機
平

均
員
力
別
二

見
タ

ル

機
械
工

業
及
金
蜃
工

業
(

昭

和

十

三

年

産
)

日

本
重

工

業
経
済
に

於

け

る

生

産

技
街
の

攣
動

7
†

l



一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

兢

祀

業
に

於
い

て

そ

れ
が

小
で

あ

る

専
で

あ

る
｡

而
し
て

そ
の

理

由
に

つ

い

て

は
､

故

に

再

言
の

必

琴
無

き

所
で

あ

ら

う
｡

更
に

機
械
化
の

進
展
を

企

業
規

模
別
に

考
察
す
る

に
､

機
械
化
就
中
電
化
の

普
及
は

小
工

業
に

於
い

て

最
も

急
速
で

む

る
｡

小
宮
山

琢

二

氏
の

調
査

に

よ

る

と
､

三

十

人

未
満
の

小
工

業
に

あ
つ

て

は
､

明

治
四

十
二

年
に

於
い

て

は

僅
か

二
一

パ

ー

セ

ン

ト

が

機
械
化
さ

れ
て

ゐ

た

に

過

ぎ

な

か
つ
■
た
の

で

あ
る

が
､

大

哉

後

竺
ハ

○
パ

ー

セ

ン

ト

に

増
加
し
､

支
部
専

攣
別

に

於
い

て

そ
の

機
械
化
は

賓
に

八
五

パ

ー

セ

ン

ト

に

達
し

た
の

で

あ
る
｡

之
に

封
し
五

十

人

以
上

盲

人

未
満
の

中
経

常
に

あ
つ

て

は
､

明

治

四
十

二

年
に

於
い

て

機
械
化

率
は

七

八

｡

ハ

ー

セ

ン

ト

で

あ

り
､

支
部
専
攣
前
に

於
い

て

も
九
八
パ

+

セ

ン

ト

を

示

し
て

居
る
｡

斯
く
の

如

く
､

小
経

営
の

機
械
化
は

最
も

急
速
に

進
行
し

舜
つ

た
の

で

あ

る

が
､

こ

の

傾

向
は

最
近

特
に

機
械
工

業
に

於
い

て

著
る
. し
い
｡

即
ち
三

十

人

未
満
の

小

経

営
に

あ
つ

て

は
､

清

洲
事

欒
昔
時
八

八
パ

ー

セ

ン

ト

が

機
械
此
さ

れ
て

ゐ

た
の

で

あ
る

が
､

支
部
事
襲
前
に

あ
つ

て

は

九

四
パ

ー

セ

ン

ト

に

迄
増
大
を

示
し

て

ゐ

る
｡

之
に

反

し

百

人
以

上
の

大
濫
費
で

は

道
に

機
械
化
は

僅
か

乍
ら

減
退

堅
不

七
っ

っ

ぁ
る
｡

斯
く
の

如

く
､

機
械
化
の

進
展
は

主
と

し
て

中

小
工

業
を

基

軸
と

し
て

行
は

れ

た
の

で

あ

る
｡

侍
原
動

機
械
の

層
展
に

就
い

て

は
､

原

動

機
械

単
位
容
量

蟄
展
の

機
種
別

考
察
､

産
業
別

考

察
の

如

き

二
群
の

問
題
が

あ

り
､

更
に

機

械
他
に

基

く
生

産
力
の

向
上

と

企

業
規
模
と
の

開
聯
の

如
き

興
味

あ

る

課
題
が

あ
る
｡

香

問
題
は

単
に

そ

れ
の

み
で

は

無
い
｡

よ

り

重

要

な

る

問
題
は

庶
動
機
種
の

交
番
過

程
に

於
け
る

経

済
的
･

技

術
的

分
析
に

於
い
･
て

見
出

さ

れ

る
｡

原

動
機
械
使

用

傾

向
の

襲
展
に

関
す

る

二
帯
の

課
題
､

即
ち

之
で

あ

る
｡

然
し

本
稿
で

は

単
に

斯
か

る

諸

問
題
の

伏
在
を

指
摘

す
る

に

止

め

よ

う

と

息
ふ
｡

三

7 2



給

更
に

問
題
の

二
､

作
業
機
械
の

使

用
傾

向
の

挙
動
に

論
及

す
る
｡

勿

論
放
で

作

業
機
械
と

辞
す
る

偲
､

生

産
過

程
に

於
け
る

そ

れ
で

あ

つ

て
､

廣
蓑
の

エ

作

機
械
即
ち
､

鋳
造
･

鍛
造
･

歴
延

機
械
及

び

金
屋
切

削
用
工

作
機
械
に
､

準
作
業
機
械
と

し
て

の

蛙
を

包

含
し

た
る

も
の

で

あ

る
｡

先
づ

製
鉄
の

過

程
に

就
き

考

察
す

る

に
､

そ
の

最
も

主
要
な

る

は

熔
鍍
燵
設
備
で

あ
る
｡

而
し
て

製
銑
に

は

こ

の

他
電
気
孤

光

煙
が

使

(

註

六
)

用
せ

ら

れ
て

ゐ

る

が
､

そ
の

出

銑
能
力
に

於
け

る

比

重
は

熔
鍍
燵
程
大
で

は

無
い
｡

今
前
者
に

就
い

て

そ

の

空
真

の

蟄
展
を

見
る

と
､

第

五

表

の

如

く
､

年
々

大

容
量
化
の

】

途
を

重
み
つ

つ

あ

る
｡

こ

の

竺
の

理

由
は

大
容
量
化
に

よ

る

熱
効
率
の

増
進
で

あ

り
､

第
二

の

理

第
五

表

熔
銀
波
大

容
量
化
ノ

趨

勢

単

位

容

量

昭

和
三

年

計
四

年

丁

昭

和
五

年

有
利

六

年

盲
和
七

年

一
昭

.

頂
順

一
佃

憎
佃

一

〇

〇

噸

以

上
二

五

〇

噸

未

清

二

五

〇

噸

以

上

四

〇

〇

噸

未

満

四

〇

〇

噸

以

上
七

〇

〇

噸

未

満

七

〇

〇

噸

以

上

一

六

某
五

基

一

五

基

六

基

一

〇

基

一

〇

基

三

基

一

〇

基

一

一

基

三

基

一

〇

基

一

一

基

三

某

八

基

一

一

基

五

基

一

基

八

基
九

基
四

基

一

基

川

昭

和

九

年
ハ

清
洲
園
ノ

分
ヲ

合
マ

ズ
｡

由
は

製
鉄
噸

軍
使
原
債
の

引

下
の
･
考
慮
で

あ

ら

う

と

息
は

れ

る

の

で

あ

る

が
､

更
に

鋳
鋼

業
が

後
期

資
本

主

義
段

階
に

於
け
る

帝
国

主

義

的

推
進
力
の

中

枢
に

任
す
る

事
の

必

然
的

結
果
と

ト
て
､

国

家
猫
占
に

よ

る

生

産
集
中

を
強

行
せ

ら

れ

た
る

表

現

と

も

見
る

専
が

出

奔
る
｡

･

雷
製
鋼
設

備

ち
き

警
す

る

に
､

第
六

表
の

示

す

如

く
､

爆
の

構
成
に

非
常

墓
化

姦
生

せ

し

め
つ

つ

あ

る

壷
n
ノ

諾
悼

及

即

日

本
重
工

業

経
済
に

於

け

る

生

産
技
術
の

挙
動



一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

教

拍

第
六

表

本

邦
製
鋼
設
備
ノ

津
展

年

次

平

蛙

韓

壇

首
相

煙

鬼

気

煙

一

合

計

電

気
墟

百

分

率

47

昭

和

二

年

三

年

四

年

五

年

六

年

七

年

八

年

九

年

一

〇
九

一

〇
八

一

〇

六

一

〇
八

一

一七四四

一

〇
九

‥

六

一

〇
九

一

六

二
…

■ 一

…

二

六

二

六

二

六

二

四

二

五

二

五

一

八

一

八

二

九

三

〇

三

九
四

〇

四
〇

一

七

五

一

七
一

四
五

】

六

四

七

九

○ 八 八 セ セ

○ 三 五 ○ 六 五

一

六
･

五

一

七
･

五

二

〇

二
二

二

二

･

七

二

二

･

二

二

四
･

三

三
一

･

五

三

六
･

〇

川

南
工

省
銀
山

局

｢

製
織

業
参

考

資
料
+

ニ

コ

ル
｡

何

電

気
墟
ハ

■
電

気
孤

光

煙
ヲ

主

ト

ン

､

之
こ

若

干
ノ

高

周

波

誘

導

電

気
煙
ヲ

合
ム

モ

ノ

ト

ス

｡

樽

墟
は

極

め

て

急
速
に

慧
し
っ

つ

雷
､

こ

の

道

葺
望
び

雲
煙
､

雷
後
者
の

増

加
は

甚

苦
く
､

采
は

祥

雲
電

雷
光

(

鉦
七
)

燵
の

他
に
､

高
周

波
誘
導

電
気

煙
が

使

用
せ

ら

れ
つ

つ

雪
C

何
れ
に

せ

よ
､

こ

の

方
面

に

於
け

る

電
気
燵
の

進
出

は

顧

著
で

雪
て
､

第
六

表
の

示

す

如

く
､

壷
鋼
燵
に

占

む

る

電
気

燵
の

百

分

率
按

驚
く
可

き

増

加

票
ト
て

ゐ

る
｡

吾

人

芸
貰
い

て

豊
富
原

料

と

す
る

製
鋼
墟
が
､

逐

次

電
化
に

依
つ

て

淘
汰
せ

ら

れ

行
く
過

程
を

見
出

す

事
が

出

席
る
｡

次

に

鍛

学
歴
延

等
の

過

程
に

於

望
侭

業
機
械
の

蟄
展
を

考
ふ

る

に
､

第
七

表
の

示

す

如

く
､

横
板
鎚
の

増
大

最
も

覇
者
で

あ
つ

七
､



歴
延

機
之
に

次

ぎ
､

火
道
用
水

匿
プ

レ

ス

は

顕
著
な

減
少
を

示
し

て

ゐ

る
｡

こ

の

埋

由
は

如

何
な
る

鮎
に

あ
る

か
｡

允
づ

機
械
鎚
の

檜
加
で

あ
る

が
､

之
は

械
械
の

進
歩
の

結
果
､

従
奔
鋳
造
に

依
存
せ

し

材
料
を

鍛
造
に

依
つ

て

製
造

す
る

様
に

な
つ

た

の

も
ー

因
で

細

管
第
二

に

材
質
改
善
と

機
械
加
工

時

間
の

減
少
の

為
に
､

機
械
鎚

を
用
ふ

る

傾

向
が

檜
大
し

た

事
が

考
へ

ら

れ

る
｡

之

は

哉
革
の

襲
為
に

於
小

て

在
席
特
に

必

要
と

せ

ら

れ
る

様
に

な
つ

た
｡

斯
く
て

清
爽
英
機
械
鎚
の

増
大

傾

向
は

愈
々

蟄
展
し

行
く
も
の

と

第
七

表

金
属
素
材
加
工

業
二

於
ケ

ル

作
業
設
備

磯

城

鍵

火

遺

跡

水

魔
プ

レ

ス

歴

延

墳

茎

数

一

%

年

基

数

一

%

茎

数

一

%

計

昭

和

十

年

十
一

■
年

十

こ

年

十

三

年

一

､

八

二

三

二
､

二

六

五

二
､

九
二

九

四
､

二

〇

二

五
-

･

七

五

五
叫

八

五

三

･

〇

六

三

ニ
ー

三 大 八 九
一 一 入 ≡;

○ - ･

五 一 一 = 二 六

一

､

貞
一

四

一

､

七

〇
二

二
､

五

三

五

二
､

四
三

三

四
五

･

七

四
二

･

〇

四

五
･

九

三

六
･

三

三
､

五

三

〇

四
､

〇

五

五

五
､

五

二

五

六
､

六

六

七

第
八

表

鍛
遺
作
業
二

於
ケ

ル

機
械
槌
卜

水
匪
機
ノ

比

較

鍛

造

機

械

同

一

加

工

品

ノ

鍛

造

三

位

用

ス

ル

磯

城

ノ

餞

カ

与5

水･ 蒸

塵 気

横 鎚

塀

〇
･

五

一

〇

〇

瑚

二

〇

〇

頓四

五

〇

〇

頓七

八

〇
〇

頓

一

五

一

､

二

〇

〇

囁

四
〇

二
､

0

0
0

噸

一

二

〇

四
､

0

0

0

り5

月

本

重
工

業
経
済
佗

潜

け

る

生

産

材
術
の

車
載



｢

雑

什

播

静
.
叢

弟
十

春

草
二

欽

息
ぼ

れ
る
｡

侍

機
械
鎚
の

要
は

歪
プ

レ

ス

を

減
少

せ

し

め

凄
も

注
意
せ

ね

ば

誉
ぬ
｡

第
八

表
の

示

す

如
く
､

同

蒜
料
の

鍛
造

76

に

要
す
る

商

機
械
の

能
力
に

は

俳

常

な

懸
隔
が

あ

り
､

水

歴
プ
レ

ス

は

重

苦
m

の

鍛
造

を

除
く
他
､

塞
く
機
械
鑓
に

よ
つ

て

代
位
さ

れ
る

Ⅰ

事
せ

な
つ

凌
｡

刺
さ

へ

近

代
工

糞
の

要
請
す
る

作
業
の

高
速
化
僧

作

業
速
度
の

綬
浸
な
る

水

歴
プ

レ

ス

を

愈
々

排
除
す
る

に

封
つ

た

と

見

(

鮮
九
)

･

ら

れ

る

の

で
･

ぁ

る
｡

但
し

最
近

に

於
い

て

は

航
茎

機
作
業
及

び

自
動
車
工

業
に

水
歴
プ

レ

ス

は

不
可

挟
の

存
在
と

な
つ

た
の

で
､

こ

の

方

(

錠
】

○
)

面

に

は

清
爽
共
水
魔
プ

レ

ス

の

増
大
が

見
ら

れ
る

の

で

は

な
い

か

と

息
は

れ
る
｡

次
に

歴
延

機
で

あ
る

が
､

之
は

現

在
で

は

多
量
生

産
用

連

横
座
延

機
の

採
用
を

伴
つ

て

異
常
の

蓉
展

堅
不

ト

た

け

れ

ど

も
､

町

工

場
の

小
形

歴
延

機
が
ス

ク

ラ
ッ

プ

と

し
て

滑
焚
ト

た
の

で
､

機

械
鎚
程
の

増

加
を

示

す

に

到
づ

て

居
な
い
｡

(

託

六
)

‥
製
鉄

用

芸
嘘
に

は

頗
る

多

慧
の

も
の

ボ

あ

る

が
､

大
別
し

て

歪
と

佐
渡
に

分
れ
､

そ
の

中

最
も

通

常
な

る

は

働

着
に

雷
る

エ

レ

ク

ト

ロ

メ

タ

ル

聖
向

鯉
で

あ

つ

て
､

囁

典
の

菱

帝
に

な

る
｡

而
し

て

こ

の

両

者
は

そ

れ

ぞ

れ

特
･
質

計

有
す

る

の

で

あ

る

が
､

前

考
は

教

卒
よ

く
大

量
生

産
に

過
し
､

後
者
は

粉

鎖
鹿
珊

及
フ

ェ

ロ

･

ア

ロ

イ

に

適

帯
で

あ

る

と

息

は

れ

る
｡

･

(

註
七
)

畠
周

革
清

錬
に

就
い

て

特

筆
す
可

き
は
､

朝
鮮
に

雷
る

日

本

高

樹
液
重

宝
業

に
小

言
電

撃
帰

属
で

雷
｡

之
は

誘
導
電

気
燵
に

雷
る

が

如
く

誘
起

電

涜
(

感
應
二

次

電

流
)

に

よ

る

も
の

で

な

く
ー

原

鎖
に

直

撃
向

周

波

数

電

を

行
つ

て

直
ち

に

銅
を

整
写
る

も
の

で

あ

つ

て
､

袈
銑
の

過

程

を
不

必

要
と

す
る

事
及

び

粉

銭
の

虚
理

に

特
色

を

有
す

る

も
の

で

あ

る
｡

但

近

年

電

力

瞑

慣

高
〝

壷
-

賓
際

現

揚
に

て

は

電

気
鯉
虔
理

を

雷

つ

つ

あ

る

と

の

由

で

あ

る
｡

(

莞
)

例
へ

ぼ

航
垂

葉

書
の

ピ

ス

ト

ン

の

如
き
は
､

社

務

嘩
造
に

依

存
し

て

慧
の

で

雪
が
､

現

在
で

笠
ユ

･
テ

ル

､

､

､

ン

の

瀬

造
を

行
つ

て
1

製
港
す

る
■の
が

遺
骨
で

あ

る
｡

又

戟
革
の

宰
軸

其

他

部
分
品
は

殆

ん
ど

鍛

造
に

依
つ

て

製
造
せ

ら

れ

て

ゐ

る

事
を

忘
れ

て

は

な

ら

ぬ
｡

(

琴
九
)

機

械
槌
の

最

大

璧
蒜
力

咋
大

経

書
噸

内

外
で

あ
つ

て
､

遺
骨
五

官

噸
以
1

は

カ

ウ

ン

ダ
ー
ト

ス

ト

ロ

ー

ク

を

有
す
る

方

式
を

採
用

し

て

衝

撃
か

ら
の

艶
動

を

同

避

す

か
｡

恭
る

に

水

魔

撃
落

席
に

告
て

は

数
千
噸
の

鍛

造
能

力

を

有
す

る

も
の

は

決
し

て

撃
ら

し

く

無
い

｡

因
み

に

本

邦
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に

含
量
大
能

力
の

も
の

は

妄
八

千

噸

で

雪
て
､

竪
芙
の

も
の

と

し

て

ほ

最

窒
浦
共

同
工

業
に

於

り

三
諾
し

た

る
一

望
千

噸
ブ

レ

ス

で

あ

る
｡

(

註
一

〇
)

雪
空
業
に

は
ヂ
エ

ラ

ル

ミ

ン

の

押
出

禁
漂
使
用
せ

ら

れ
て

ゐ

る
｡

其

他

儲
推
進

機
軸
､

魚

雷
､

化

寧
合
成

用

震
､

高

慧

ン

べ

等
の

琴
遣

に

は

水

魔

横
臥

墓
不

可

妖
の

存

雲
あ

る
｡

言
動
車
工

業

に

於
い

て

基
物

又
は

棒
の

製
造
に

は

姶

ん
ど

水

琴
レ

ス

を

使
用

し

て

ゐ

る

現

状
で

あ

る
｡

･

更
に

進
ん
で

金
屡
切
削
過

程
の

作
業
機
械
で

雪
工

作
機
械
に

於

望
生

産

宗
の

欒
動
に

論
及

す
る
｡

但
し
こ

の

分
野
に

は

琴
年

多

く
の

研

究
が

聾
表
せ

ら

れ
て
.
居
る

の

で
､

此

慶
で

は

そ

の

骨
子

と

も
見
ら

名
き

警
概
説
す
る

に

止

め

よ

シ

と

息
ふ
｡

発
づ

竺
に

稽

摘
せ

ら

葺
き

は
､

畢
種
多
量
生

産
に

よ

る

高
速
度
生

産
へ

の

志
向
で

雪
て
､

過
般
公
に

さ

れ

墓
劃
院
S

型
工

作
機
械
の

設
計
園
公

門
は
､

(

ポ
一

加

重
術

行
政

に

於
け
る

巧

劣
の

批
判
は

別
と

し
て
､

多
分
に

斯
か

る

政

策
へ

の

志

向
を

反
映

し

富
も
の

と

考
へ

無
く
て

は

な

ら

ぬ
｡

勿

革
本

邦
生

産
構
造
の

基

底

豊
ち
て
.
考
ふ

る

限

り
､

高
速

度
生

産
が

中
小
工

業

攣
常
に

璧
嘗
な

り
や

香
や

は

靡
間
の

飴
地

多
き

問
題
で

雪
が
､

大

霊
哉
完
遽
の

薦
に

必

要
と

す
る

生

産
力
及
び

生

産
構
造
の

確
保
を

目

的

と

す
る

限

り
､

畢
種
多
量
生

産
.
へ

の

帝
成

替
は

必

至
と

目
せ

ら

る

可

き

所
で

あ

る
｡

(

空

こ

基
公

開
糖

種

装
の

丸

棒
で

あ

る
｡

叫

誓
式

旋

隼

q
仝

歯

車

式

旋

撃

何
､

ラ

ヂ

ア

ル

･

ポ

ー

ル

盤
､

叫
竪

慧
-

ル

盤
､

何
･

仝

要
式

警
ラ

イ

ス

整
､

何
､

仝

歯
草

式

票
フ

ラ

イ

ス

撃

m
-

墓
段

畢

式

警
ラ

イ

ス

準

何
､

･

墓
掌
式

警
ラ

イ

ス

盤
､

脚
､

並

型

形
別

盤

而

し

て

望
九

種
の

芸
種

票
は
､

絶

慧
る

是
管
し
て

創

案
せ

ら

れ

雷
の

で

雪
が

∵

右

技

慧
開
に

よ

つ

て

羞
を

行
ふ
.
中

空
十

作

打

撃
雷
雲
て

は
､

未

だ

町

工

慧
形

態
を

警
ざ

る

も
の

多
く
､

技
術
の

水

準
に

於
･
い

て

同

横
指
定
の

琴
計

は

慧
高

き

に

失

し

苦
せ

ら

れ

Ⅰ

日

本

重

工

業

経
済
に

於

け
る

生

産
技
術
の

襲
勒



舶

一

橋

給

費

夢
十

春

草
二

鍍

て

ゐ

る
｡

〔
-

0
-

/

次
に

硬
術

的

襲
達
の

第
二
に

指
摘
せ

ら
る

可

き

は
､

エ

作
機
械

屋
の

蟄
展
傾

向
で

あ

る
J

即
ち
､

工

作
機
械
の

畢

申
化
､

自
動
化
､

Ⅰ

大

型

化
及
び

精
密
此
で

挙
る
｡

尭
づ

畢
能
化
へ

の

傾

向
で

挙
る

が
､

之
は

屡

呈
作
機
械
の

歴

史
的

尊
展
に

於
い

て

傍
澄
さ

れ

る

梗
に
､

国

民
経
済
の

孜
術
構
造
の

麺
動
に

由

舜
す

る

必

戯
的

方
向
で

あ
つ

て
､

大

量
生

産
方
港
へ

の

樽
此
を

如

箕

牢
表

現

す
る

も
の

に

他
な

ら

ぬ
･)

む
ち

畢
能
工

作

機
は

大

量
生

産
方
法
を

可

能
な

ら

L

む

る

孜
術
的

分
業
の

結
果
と

し
て

蟄
達
卜

発
つ

た

も
の

で

挙
る
〇

然
る

に

こ

の

生

産

方

式
の

徹
底
化
は

遼
に

畢
能
工

作
機
を
否

定
す

る

に

到

る
｡

何
故
な

ら

高

速
度
生

産
の

要
求

す

る

作
業
の

流

動
化
は
､

畢
能
工

作
機
に

依

っ

て

着
る

し

く
阻
害
さ

れ
る

に

到

る

か

ら

で

挙
る
｡

斯
く
て

多
能
工

作
機
の

否

定
と

し
て

蓉
生

す

る

に

到
つ

た

畢
能
工

作

機
は
､

故

に

自

ら
一

つ

の

自
己

矛
盾
に

逢
着
し
て
､

新
み

左
る

止

揚
へ

の

道
を

進
皇

ね

ぼ

な

ら

な

か
つ

た
｡

自
働
工

作

機
へ

の

樽
此
､

即
ち

之
で

挙
る
｡

然
る

呼
本

邦
と

し
て

は

碓
凍
自
働
工

作
機
械
を

輸
入

に

仰
ぎ
つ

つ

あ
つ

た

結

果
､

之
等

多
量

生

産
用
工

作
機
の

生

産
基

礎
は

故
術
的

に

確

立

L

居
ら

ヰ
､

エ

作
機
械
の

全

面

的

禁
輸
に

遭
遇

し
て

非

買
困
難
に

隋
つ

た
の

で

あ
る
｡

斯
く
て

政

府
は

エ

作

機
械
試
作

奨
励

雷
交

附
し

て
､

大

隅
繊
工

所
■
(

墓
式
自
傲
内
面
研

磨
機
)

+

慧
機
械
工

業
(

単
軸

式
全

自
動
旋
盤
)

､

東
洋
機
械
(

四

軸
自
働

羞
皿

)

等

に

試
作

命
令
を

聾
し

て

自
働
工

作
機
の

自
給
を

企
圃
L

つ

つ

垂
る
｡

而
し
て

現
在
工

作
機
械
製
造
事
業
添
に

依
る

許
可

合
杜
に

あ
つ

て
･
も
､

自

働
工

作

機
を

製
造

し

得
る

も
の

は

極

め

て

僅
か

で

雪
て
､

日

立

精
機
､

芝
浦
工

作
機
械
等
の

工

場
の

蒜
に

於
い

て

の

み
､

琴
造
せ

ら

れ
て

眉

墨
陳
で

雪
｡

文

語
指
摘
せ

ら
る

可

き

笑
形

此
へ

の

傾

向
で

雪
て
､

宕
招

雄
せ

し

め

る

に

封
つ

毒
由
は

造

船
工

業
及

び

董

卓
器
工

業
か

ら
の

孜
術
的

要
請
に

あ

る
｡

こ

の

大

形
工

作
機
械
に

雪
て

は

従

卒
市

場
的

及
び

妓
術
的

理

由
か

ら

野
外

健

吾

脱
し

筍
ず
､

巽
南
の

ア

ー

ム

ス

ト

ロ

ン

グ
､

及
び
ク

レ

ー

プ

ツ

･

ブ

ラ

ザ

ー

ズ
､

礪

慧
シ

ー

ス

､

ワ

グ

ネ
ル

､

及

び
フ

言
-

プ

等
か

｢
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一

九
V

(

鉦
一

ニ
)

ら

輸
入

し
て

居
た
の

甘

あ
る

が
､

我
等
以

奔
本

邦
に

於
い

て

も

大
形

土

作

機
の

自
給
を

見
る

に

到
つ

た
■｡

現

在
本

邦
に

於
い

て

大

型
工

作

機
を

生

産
し

経
る

設
備
を

有
す

る

も
の

は

民

間
に

参
つ

て

は

芝
浦
工

侭
機
械
､

新
潟
簸
工

所
等
の

二
､

三

社
で

あ
つ

て
､

箕
に

脛
般
及
び

重
兵

器
生

産
め

増
産
は

之
等
合
虻
の

道

営
如

何
に

懸
つ

て

ゐ
る

次

第
で

あ

る
｡

こ

の

大

形
工

作
機
の

仕
様
を

見
る

に
､

そ
の

寸
迭
は

着
る

(

証
一

三
)

し

く
大
で

あ
つ

て
､

例
へ

ぼ

囲
筒
中

グ
リ

盤
の

如
き

は
ベ

ッ

ド

の

全

長
五

十

二

米
に

達
し
､

ロ

ー

ル

旋
盤
に

あ
つ

て

虻

ベ

ッ

ド

上
の

ス

ウ
ィ

(

ま
一

円

)

ン

グ

は

二

米

飴
､

切
創
ロ

ー

ル

材
の

全

長
は

七

九
二

五

粍
に

蓮
L
て

ゐ

る
｡

又

竪

旋
盤
に

あ
つ

て

は

最
大

切

創
直
径
は

七
･

五

米
に

達
し
､

平
別
盤
に

あ
つ

て

は
ベ

ッ

ド

の

全

長

〓
ハ

米
を

超
え
､

機
械
の

高
さ

は

約
六

米
に

も
及
ん

で

居
る
｡

更
に

強

力
重
切

削
用

旋
盤
に

あ
つ

て

は
ス

サ
ー

ン

ダ

ニ

米
五

〇

〇
､

ベ

ッ

ド

の

長
さ
+

八

米
四

〇
〇

に

も

達
す

る

の

で

あ

る

が
､

之
を

S

形

凝
盤
の

最
大
な
る

も
の

と

比

戟
す

か

に

後
者
に

あ
つ

て

は
ス

ウ
イ

ン

.
グ

〇
･

四

米
､

ベ

ッ

ド

の

長
さ

三

米
で

あ
つ

て
､

各
々

前
者
の

約
六

分
の
一

で

奉
る
ゥ

従
つ

て

親
切

刷

容
量
に

於
い

て

二

百

分
の
+

以

下

と
な

る
｡

以

て

大
形

旋
盤
の

大
さ

を

推
測
し

得
る

で

あ

ら

う
｡

(

註
一

二
)

点
灯

言
ふ

大
形

工

作
機
械
と

は

大

健
次
の

榛

準
に

鍵
ふ
｡

旋

盤

ベ

ッ

ド

上
の

ス

.
ウ

ィ

ン

グ

約
二

米

以

上
､

ベ

ッ

ド

の

長

さ

約
八

米

以

上

竪

旋

盤

テ

ー

ブ

ル

の

直

径
約
三

･

五

米

以
上

年

別

盤

創

り

得
る

高
き

及

瞞
雨

着
共

約
ニ
･

五

米

以

上
､

テ

ー

ブ

ル

の

長

き

約
六

米

以

上

竪

例

盤

中

グ

タ

盤

ブ

ロ

ー

チ

盤

研

磨

盤

最
大
衝

程

約
一

米

以

上

ス

ピ

ン

ド

ル

の

直
径

約
一

三

〇

粍
以

上

ラ

ム

容

量
三

噸
以

上

セ

ン

タ

ー

間
の

距

離
約
三

米
以
上

.

1 7 9

8

本
重

工

菓
腱
済
に

於

仕

る

生

産
我
術
の

葬
動



｢

0
ハ
れ

U

一

棟
.
静

兼
.

欝
十

巻
=

夢
二

就

･

フ

ラ

イ

ス

盤

テ

ー

ブ

ル

の

衝

程

約
三

･

五

栄
次

上

.

ボ

ー

ル

∴

盤

ス

ピ

ン

ド

ル

旋
視

点
大
牛
径

約
三

米
以

上

歯

矧

■
盤

ホ

ブ

功
夕

最
大
ピ
ッ

チ

■の
直
径
約

丁
五

米
故
上

(

託

〓
こ

こ

の

長

き

は

省
棟

電

車
の

二

編
蓮

糖

に
､

タ

ン

ク

境
簡
革
】

輌
を

連

結

し

た

る

長

き

に

相
嘗
す

る
｡

(

託

二
凹
)

こ

の

七

九
二

五

粍
は

そ
の

儀
ロ

ー
.
ル

の

胴

長

を

示

す

も
の

で

は

無
ぃ

が
､

今
日

世

界
長
大
の

満

逸

製
ス

ト

タ
ッ

プ

…
ル

に

於

け

る

ア
ー

ル

.
の

胸

長

が

五

三

〇

〇

粍
で

あ

る

事
を

想
起
す

る

な

ら

ば
､

そ
の

エ

作
横
儀

カ
の

優
秀
き

が

推
測

き

れ

る

で

あ

ら
う
｡

最
後
に

穐
密
化
へ

の

傾

向
甘

あ
る

が
､

こ

の

事

講
は

主
と

し
て

兵
器
､

自

動
革
､

航
基

機
工

業
等
の

鼓
術
的

蟄
蓮
が

然
ら

し

め

た

朗
で

あ
つ

て
､

近

年
こ

れ

が

為
に

限

界
ゲ

ー

ジ
､

ネ

ヂ
ゲ

ー

ジ
､

マ

イ

ク

ロ

メ

ー

タ

ー

の

需
要
と
､

そ
の

二

盾
の

精
度
高
此
と

を

促
進
せ

し

む

る

に

封
つ

た
｡

而
し

て

こ

の

エ

作
機
の

精
密
化
は
.､

自
動
化
､

大
型

化
等
の

諸
要
請
と

相
倹
つ

て

:

大
形

自
動
機

械
､

自
動

精
密
工

作

機
専
を

出

現
せ

し

む
る

に

軒
つ

て

ゐ

る
｡

プ

ラ

ー

F

の

マ

ル

ト

マ

チ
タ

ク
､

.
ノ

ル

ト

ン

の
.
オ

ー

ト

マ

チ
ッ

ク
･

ク
ー

ア

ン

ク

ピ

ン

･

グ

ラ

イ

ン

ダ
ー

は
こ

の

好
個
の

例
で

あ
る

が
､

近

時
こ

の

方
面

に

於
い

て

も
国

産
灯

よ

る

自
給
が

虜
成
し
っ

つ

あ

る
｡

例
へ

ぼ

大
日

本
兵
器
湘
有

工

場
に

於
レ､

て

完
成
L

た
る

油
歴
式

横
型

研

磨
盤
の

如

き

は
､

テ

ー

ブ
ル

及

び

樅
迭
り
､

主

軸
の

同
樽
､

冷
却
油
ポ

ン

プ

の

起

動
､

研

磨

蔓
の

繭
後
移
動
､

研

磨
輪
の

後
逸
等
の

一

聯
の

避

動
は
二

箇
の

ハ

ン

ド

ル

操
作
に

よ

り

重

く
自
働
的
に

行
は

れ
､

而
も
迭
カ
の

詞
巷
僧

百

分
の
一

粍
の

加
減
量
面

於
い

て

行
は

れ
､

更
に

砥
石

迭
込
停
止

便
宜
の

諷
整
仕

千

分
の
一

粍
で

あ
る

か

ら
､

頗
る

高

精
度
の

加
エ

に

邁
⊥

て

ゐ

る
｡

書
々

は

以

上

工

作

機
械
の

序
述

に

於
い

て
､

先
づ

畢
種
多
量
生

産
へ

の

傾

向
計

指
摘
し
､

爽
い

で

エ

作
機
良
鵠
の

聾
展
傾

向
に

及

び
､

萬

能
工

作

機
の

否

定
と

し
て

の

畢
能
工

作

機
の

出

現
､

及
び
こ

の

畢
能
工

作

機
の

再

否

定
と

し
て

の

自
動
工

作
機
へ

の

傾

向
を

分
析
し
.

･

Ⅰ至b
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｢

併
せ

て

大
勝

他
､

精
密
化
へ

の

近

代
的

傾

向
を

指
摘
し

た
バ

併
し

工

作

機
械
の

生

産
技
術
的

費
展
は
､

決
し
て

以

上

を

以
て

轟
き

た
る

も

の

で

は

無
い
｡

例
へ

ぼ

エ

作
機
の

操
作
に

あ
つ
･
て

は

電
動
操
作
の

上
に

於
い

て

著
る

し
い

聾
展
が

あ

り
､

主
軸
同
韓
数
の

塵
換
に

於
い

て

1

特
に

重
重
な
る

機
能
を

果
し
っ

つ

あ
る
｡

即
ち

そ
の

欒
連
装
置
は
ベ

ル

ト

の

段
巻
か

ら
ギ
ヤ
･

ボ
ッ

ク

ス

に

よ

る

多
段
欒
遠
方
式
を

経
て
､

遽
に

ス

イ
ヲ

チ

に

よ

る

自

働
欒
遠
方

式
へ

と

特
化
七

た

餅
､

更
に

こ

の

方
面

に

於
け

る

凌
術
的

督
展
は

苦
る

し

く
､

現

段

階
に

あ
つ

て

は

極

致
襲
換

誘
導

電
動

機
､

ワ

ー

ド
･

レ

オ

ナ

ー

ド

制
御
に

よ

る

直
流
電
動
機
の

使
用

等
が

蜜
現
し
､

又

極

め

て

最

莞
あ
つ

て

は

展
重

曹

(

武
一

克
)

格
子

制
御
(

警
告
き
昌
(

空

言
賢
三
者

喜
的
)

に

よ

る

襲
連
装
置
の

完
成
が

見
ら

る

る

に

到
つ

た
｡

･

(

彗

軍
ワ

ー

ド

･

レ

■

う
ー

蒜
御

豊
と

し

て

大
形

卒
倒
盤
に

使
用
せ

ら

れ
､

又

サ

イ

ラ

ト

‥
制
御

豊
と

し

て

親

力

墓
に

使

用

せ

ら

れ

∵
て

盾
▲る
｡

滞
奔
は
エ

作
境
域
の

無
電

操
件
が

可

嘩
と

な

る

で

あ

ら

う
4

-

賽
蔦
署
少

き

か
､

或

違
術
の
一

畳
に

過
ぎ
し

の

理

由
の

薦
､

園
内
に

於
い

て

生

産
せ

ら

れ
ざ

乙
工

作
機
･
械
旺

あ
つ

て

も
.､

近

年
着
る
し

く
自
給
･
の

域
に

達
し
っ

.

つ

あ
る

亭
を

措
摘
せ

ね

ぼ

な

ら
ぬ
｡

勿
論
斯
か

る

現
象
は
エ

作
機
械
禁
玲
の

直

凄
的
結
果
と

し
て

の

供
給
不
能
の
･
矛
盾
を

剋
服
せ

ん

と

す
る

表

現
に

他
な

ら

ぬ

の

で

あ

る

が
､

航
重
機
用
特
殊
工

作
機
は

別
と

し
､

兵
器

及
辻

埠
用
超
大

型
工

作

機
が

自

給
の

域
に

達
し
′
つ

つ

あ

る

事
は

き
こ

と

に

欣
ぼ

し
い

朗
で

挙
る

二
方
近

代
戦
の

要
求

す
る

感
覚
兵
蕃
の

需
要
に

郎
應
し

て
､

計
器
､

測
量
機
､

標
準
器
､

其
他
光
拳
機
械
等
の

製
作
に

使
用
せ

ら

れ
る

精
密
機
械
の

自
給
が

確
立
さ

れ
っ

っ

挙
る

革
も
1

併
せ

欣
ぶ

可

き

所
で

あ
ら

う
｡

更
に

エ

具
に

あ
つ

て

は
､

高

速
度
生

産
に

滴
應
す
可

き

些
硬

質
合
金
工

具
の

蟄
達
が

あ

り
､

樅
率
の

衆
素
鍬
､

高
コ

バ

･

ル

ト

銅

竺
歩
を

進
め
て

タ

ン

グ
ス

テ

ン

･

.
カ

ト

バ

イ
ト

鏑
の

出

現
が

見
ら

れ

た

が
､

今
や

更
に

進
ん

で

ヴ
ァ

ナ

ヂ
ュ

サ

ム

･

カ

ー

バ

イ

倒

卜

銅
及
び
ボ

ロ

ン

･

カ

ー
.バ

イ

ト

銅
へ

の

鼓
術
的
推
移
が

進
行
せ

ん

と

さ

へ

し
っ

つ

あ

る
｡

･

唱

耳
ま
エ

菜
食
済
此

於

甘

る

洩

重
蔵
術
の

車
萄

t-8 I



一

檻

酔

夢

昇
十

各

界
二

駄
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Ⅰ客乏

原
動

機
械
及
び

作
業
機
械
の

分
析
に

次
い

で
､

本
項
で

は

生

産
鼓
術
の

高
速
化

に

論
及
し

ょ

う

と

息
ふ
｡

近

代
資
本
主

義
生

産
組
織
は

大

量
生

産
に

よ

る

工

場
生

産
制
工

業
を

其
の

標
徴
と

す
る

も
の

で

あ
る

が
､

こ

の

大

量
生

産
の

法

則
は

同

時

に

生

産
速
度
の

向
上

を

著
る

し

く
促
進
せ

し

め

る
｡

然
ら

ば

こ

の

生

産
の

高
速
化
は
､

日

本
重
工

業
経
済
の

産

業
機
構
に

於
い

て

如

何
な
る

現

象
を

醸
成
せ

L

め
つ

つ

あ

る

か
｡

息
ふ

に
､

そ
の

第
一

は

作
業
の

流
動
化
で

あ

り
､

第
二

は

作

業
の

高
速
化
で

あ

り
､

而
L
て

第
三

は

労
働
の

分
業
此
で

あ
る
｡

資
本
制
企
業
は

資
本
の

生

産
力
を

向
上
せ

L

め
ん

が

為
に
､

生

産
過

程
に

機
械
を

導
入

L
て

限

界
生

産
力
の

増
進
を

企
園

す
る

の

で

あ

る

が
､

こ

の

事
か
ら

内
部
経
済
に

於
い

て

は

生

産
能
率
の

向
上

が

問
題
と

な
る
｡

而
L
て

エ

場
管
理

と

は
､

そ
の

生

産
能
率
向
上
の

目

的

の

下

に
､

合
目

的
に

結
合
せ

ら

れ

る
一

聯
の

生

産
故
術
の

統
一

を

指
す

も
の

に

他
な
ら

ぬ
｡

今
こ

の

生

産
能
率
の

檜
進
に

就
き
､

立

入
つ

て

考
へ

る

に
､

生

産
物
の

懐
妊
期
間
は

次
の

三
つ

の

部
分
よ

り

成
立

す
る
｡

第
一

は

設
計
袈
固
及

材
料
調
達
に

要
す
る

期
間
で

あ

つ

て
､

非

年
産
新
聞
で

あ

る
｡

第
二

は

機
械
に

よ

る

切

創
工

作
時
間
で

あ

る
｡

而
し

て

第
三

は

機
械
の

遊
休
時

間
で

あ
つ

て
､

こ

の

中
に

は

機
械

の

蓮
樽
準
備
時

間
､

調
整
時

間
､

作

業
の

間
隔
に

於
け

る

遊
休
時
間
､

及
び

純
粋
の

遊

休
時

間
が

合
曇

れ

る
｡

而
し
て

之
等
諸

時
間
を

能

ふ

限
り

縮
少
せ

し

め
､

機
械
の

活
動

時
間
を

そ

れ

だ

け

増
加
せ

L

む

る

亭
は
､

能
率
増
進
の

第
一

の

方
港
で

あ
つ

て
､

そ
の

主
な

る

も
の

は

作

業
の

流
動
此
で

あ
る

.

)

次

に

機
械
の

活
動
時
間
を

最
大

な
ら

し

め

る

方
策
と

併
行
し

て
､

機
械
の

切

削
速

度
を

増
大

す

る

専
が

能

率

増
進
の

第
二

の

方
法
と

な
る
｡

作
業
の

高
速
此
､

即
ち

之
で

あ
る
｡

而
t
て

第
三

に

分

業
の

促
進
は

遊
休
時

間
の

排
除
其
他
を

伴
つ

て

能

率
の

檜
進
に

影
響
を

及
ぼ

す
｡

従
つ

て

第
三

の

方
法
と

な
る
｡



n

∂
β
U

戊
つ

作

業
の

流
動
化
に

就
い

て

述
べ

る
｡

重
工

業
に

於
け
る

作

業
の

流

動
化
に

は

二

つ

の

も
の

が

奉
る

二
つ

は

行
程
の

流
動
化
で

あ

つ

て
､

他
は

作

業
の

自
動
化
で

あ

る
｡

行
程
の

流

動
化
は

鋳
鋼
業
及
び

非

鋳
金

慮
工

業
に

あ
つ

て

は

ロ

ー

ル

･

ガ

ン

グ
の

使

用
に

依
つ

て

促
進
せ

ら

れ
､

又

機
械
工

業
に
.
於
い

て

は
ベ

ル

ト
･

コ

ン

グ
ェ

ヤ

ー

に

依
つ

て

行
は

れ

る
｡

ロ

ー

ル

･

ガ
ン

グ

は

曾
て

は

流

動
鋼
板
｡

-

ル

と

稀
せ

ら

れ
､

そ
の

牡

現

は
一

九
二

七

牛
米
国

歴
延

工

場
に

於
い

て

で

あ

る

が
､

本
港
の

採
用
に

依
り
生

産
能
率
は

四
五

十

倍
咤

増
加

し

た
る

が

為
に
､

歴
延

工

蓼
に

は

失

業
問
題
が

教
生

L

た
と

せ

ら

れ

て

ゐ

る
か

更
に

歴
延
工

場
の

合
理

化
に

つ

き
一

言
す
る

に
､

近

代
式

設
備
を

有
す

る

歴
延
工

場
は

鋼
塊
取

出

よ

り

鋼
材
仕
上
､

荷
造
に

到
る

全
工

程
は

轟
く
自
動
化
し

て

居
り
､

そ
の

工

程
の

延

長
は

通
常
二

(

註

〓
ハ

)

粁
に

及
び
､

こ

の

二

粁
の

エ

程
は

毎
分
七

古

米
の

速
度
を

有
す
る

ロ

ー

ル

･

ガ

ン

グ

に

よ

つ

て

澱
迭
せ

ら

れ
て

ゐ
る

､

〉

而
L
て

歴
延
の

補

助

機
械
は

七

石

種
に

及
び
､

全
工

程
に

占
め

る

歴
延

椀
の

比

重
は

数
パ

ー

セ

､
ン

ト

に

過

ぎ

ざ
る

に

到
つ

た
｡

而
L
て

歴
延

機
自

桂
も
前

後

に

テ

ー

ブ

ル

を

備
へ

た

手
動
二

段
式
の

も
の

か

ら
､

現

在
で

は

ス

ト

ワ
ッ

プ
･

ミ

ル

と

挿
せ

ら

れ

る

多
段

式
自
動
連

練
磨
延

機
群
に

よ
つ

て

代
位
せ

ら

れ
つ

つ

あ
る
｡

(

註

〓
〇

こ

の

ロ

ー

ル

･

ガ

ン

グ

は
ウ

オ

ー

ム

･

ギ
ヤ

に

よ

る

も
の
､

ヘ

リ

オ

ル

･

ギ

ヤ

に

よ

る

も
の

､

ク

ラ

ン

ク

聯
動
装

置
に

よ

る

も
の

等
が

あ

る

が
､

最
近

に

於

け
■
る

直

涜
電

動

機

直
結

傾

向

は

速

定
の

調

節
の

上

に

於
い

て

最
も

理

想

的
で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る
ひ

而
し

て

そ
の

用

途

は

何
れ

も

鋼

板
の

輸
送

に

関
す

る

も
の

で
､

輸
送
ロ

ー

ル

･

ガ

ン

グ
､

延

長
ロ

ー

ル

･

ガ

ン

グ
､

前

面

及

後
両

主

動
ガ

ン

グ

等
に

利
用

せ

ら

れ
て

屠

る
｡

借

ロ

ー

ル

･

ガ

ン

グ

以

外
に

も

銭

鋼

業

に

於
い

て

作

業
の

流
動

化

を

行
ひ

つ

つ

あ
る

も
の

に

は
､

銅

塊
韓
倒

磯
(

Ⅰ

ロ

習
{

言
ヨ
≡
竿
)

･

顛

同

移
逸

機

(

Ⅰ

長
e

:
≡
e

ユ
･

自

働

勢
断
機

(

ゝ

ま
2
ゴ
小

三
口

琴
e

弓
)

等

教
官

種
の

補

助

機

械
が

あ
■
る

事
を

忘

れ

て

は

な

ら
ぬ
り

■

ロ

ト

ル

･

ガ

ン

グ

に

代
つ

て
､

機
械
工

業
に

於
い

て

は

ベ

ル

ト
･

コ

ン

グ
ェ

ヤ

ー

が

行
は

れ

て
.
居
る
｡

本

邦
虹

於
い

て

も

電
球
･

眞

日

本

重
工

業

経
済
に

於

け

る

生

産
技
術
の

欒
勒

8 ユ

｢



一

橋

論

叢

弟
十

巻

■
第
二

錬

64

基
管
･

煙
草
の

如

き
に

あ
つ

て

は

夙
に

エ

ン

ド

レ

ス

･

ベ

ル

ト

に

よ

る

流
動
作

業
が

採
用

せ

ら

れ
て

居
た
の

で

あ

る
.
が
､

近

年
に

到
つ

て

8 41

航
重
機
及

び

自
動
車
工

業
に

於
い

て

ロ

ー

ラ

ー
･

コ

ン

グ
ェ

ヤ

ー

及

び
ベ

ッ

ド
･

コ

ン

グ
ェ

ヤ
ー

に

よ

る

流
動
作

業
が

行
は

れ

る

に

到
つ

た
｡

次
に

作

業
の

自
動
化
で

あ
る

が
､

之
を

可

能
な

ら

し

め

た

も
の

は

前
に

述
べ

た

自
動
工

作
機
の

出

現
で

あ

る
｡

斯
く
て

聾
達
L

た

る

近

代
生

産
作
業
は
一

方
に

於
い

て

行
程
の

流
動
化
を

出

現
せ

し

め
､

他
方
に

於
い

て

作

業
の

自
動
此
を

随
伴
す
る

専
に

依
つ

て
､

極

度
の

流

動
性
を

有
す
る

に

到
つ

た
｡

機
械
の

遊
休
時

間
は

そ

れ

故
愈
々

縮
少
さ

れ
､

産

業
能
率
は

愈

三
向

変
化
し
っ

つ

あ

る
｡

然
る

に

機
械
の

作
業
時
閣
内
部
に

あ
つ

て

も
､

能
率
増
進
へ

の

慾
求
は

機
烈
で

あ
つ

て
､

作
業
の

高

速
化

が

漸
次

寛
現

し
っ

つ

あ

る
｡

そ

れ
は

エ

作
機
の

側
面

に

於
い

て

は

主

軸
同
樽
速
度
の

高
速
化
と

L
て

現
は

れ
､

又

工

具
の

側
面

に

於
い

て

は

超
高
速
度
鋼
の

普
及
に

債

つ

て

可

能
と

な
る
｡

而
L
て

前
者
の

傾

向
を

示

す

も
の

と

L
て

は

最
近
に

於
け
る

超
高
速
旋
盤
の

要
請
が

あ

り
､

後

考
の

傾

向
を

示

す
も

の

と

し
て

は

前
に

述
べ

た

衆
化
タ

ン

グ
ス

テ

ン

工

具
の

出

現
が

あ
る
｡

第
九

表
の

示
す

如

く
､

衆
化
タ

ン

グ
ス

テ

ン

エ

具
に

債
る

切
削
は

高
速
度
鏑
に

よ

る

切

創
に

此

し

約
二

倍
の

能
率
を

有
す
る

事
が

明
ら

か

で

あ
る
｡

然
も

現
状
に

於
い

て

は

単
な
る

高
速
度
鋼
の

使
用

す

ら

も
未
だ

普
及
し

居
ら

ざ

る

賞
状
に

あ

少
､

日

本
機
械
工

蓼
の

多
く
は

高
速
度
銅
よ

り

も
邁
か

に

低
瀧
率
で

あ
る

漠
素
鋼
の

使
用
を

普
通
と

L

て

居
る
｡

然
し

極
め

て

最
近

高
速
旋
盤
の

普
及
と

相
倹
つ

て
､

超

硬

質
合
金
工

具
の

利
用
が

盛
大
と

な

り
つ

つ

あ

る

は
､

誠
に

欣
ぼ

し

い

所
で

あ

る
｡

斯
く
て

作
業
時
間
の

短

縮
に

よ

少
､

労
働
の

生

産
力
は

愈

三
向

化
せ

ら

れ
つ

つ

あ

る
｡

最
後
に

生

産
の

高
速
化
を

具
象
す

る

も
の

と

し
て
､

作

業
の

流
動
化
及

び

高
速
化
に

次
い

で
､

労
働
の

分
業
此
を

奉
げ

な

く
て

は

な

ら

ぬ
｡

■
努
働
分
糞
の

利
金
は
､

古
く
は

ス

ミ

ス

把

億
つ

て
､

近

く
は
マ

ー

シ

ャ

ル

及
び
ロ

ビ

ン

ソ

ン

等
に

依
つ

て

指
摘
せ

ら

れ

た
る

朗
で

あ



第
九
義

山

響
同

速
度
銅
ニ

ヨ

ル

作
業
時
聞
ノ

短
縮

バ

イ

ト

種

類

切

創

條

件

亜

流

手

早

位

工

作

時

間

バ

イ

小

仕

上

一

砥

石

仕

上

患
附

賢
)

｢
伽

藍
.

柁

川
約

…

三

分
三

〇

秒

二

五

秒

磨
布
仕

上

三

〇

砂

バ

イ

ト

研

磨
時

間

合

計
工

作

所
零

時
間

一

分
四

〇

秒

¶

大

分
五

秒

超

高

速
.

慶

鋼

(

瑠
㌶
け
ス

テ
)

切
込

○
､

三

粍

迭
り

○
､

〇
五
一

耗

切

創

速

慶三

四

〇

釆

毎
分

一

分
二

四

秒

三

〇

砂

一

四

〇

砂

二

分
五

二

砂

糾

被

切

倒

材

料
ハ

塵
紡
機
用

電

動
磯
/

整

流
子

ナ

タ
｡

何

切

倒

試

瞼
ノ

立

合
ハ

東

銭

局
大

井
工

湯
工

具
工

場
長

中
山

作
平
氏
ニ

コ

ル

｡

る

が
､

蛍
で

は

穿
働
分
業
を

凍
術
的

分
業
と

社

食
的

分
業
に

分
け
て

考
察
L

よ

う

と

息
ふ
｡

本
邦
重
工

業
に

於
い

て

裁
術
的
分
業
は

大
規

.

橡
工

場
を

除
き

絡
衆
殆
ん

ど

行
は

れ

て

居
な
か

つ

た
｡

萬

能
工

作
機
の

隆
盛
は

之
を

語
る

も
の

で

あ
る

が
､

前
に

述
べ

た

療
に

畢
能
機
の

出

現
は

労
働
の

我
術
的

分
業
を

促
進
せ

L

必
て
､

萬
能

機
を

駆
逐

L
つ

つ

あ

る
｡

⊥

方

哉
季
に

よ

る

螢
働
人

打

の

質
的

挙
動
は
､

女
エ

に

ょ

る

男
正

夢
働
の

代
位
､

幼
年
エ

に

よ

る

成
年
工

穿
働
の

代
位
､

非

熟
練
工

に

よ

る

熟
練
工

労
働
の

代
位
を

招

奔
し
っ

つ

あ

り
､

(

此
の

鮎

に

関
し

て

は

｢

統
制
経
済
+

昭
和
十

七

年
七

月

親
指

戟
の

拙
稿

｢

日

本
重
工

業
の

李
展
過

程
に

於
け

る

労
働
人

口

の

欒
動
+

参
照
)

こ

の

方

面
か

ら

も
労
働
の

技
術
的

分
菓
忙

よ

る

作

業
の

単
純
化
■ト
■
自
動

化
が

要
請
せ

ら

る

る

に

到
つ

て

ゐ

る
■ノ

自
動

革
工

業
の

如
き

は

こ

の

好
個

一

一ヽ

騎

の

例
で
■ぁ
る

が
V

昭

和
四

年
よ

り

同
十

三

年
に

到

る

十

ケ

年
に

於
い

て
､

女
エ

の

構
成
比

率
の

増
加
の

最
も

顛
着
で

あ
つ

た
の
､
は

こ

の

自

18

日

本
重
工

業
鯉
済
に

於

け

る

生

産

技
術
の

発
動



戊
U6

一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

貌

動

車
工

業
で

あ
つ

て
､

一

基
の

自
動

車
を

横
線
す

る

約
六

千

種
の

曹
m

が

｢

流
れ

作
業
+

の

採
用
に

依
る

女
エ

の

単

純
螢
働
に

依
つ

て

生

鵬

産
せ

ら

れ

る

模
に

な
つ

た
J

斯
く
て

完
成
せ

ら

れ

た

部
分
品
は
､

一

部
の

外
註
完
成
品
と

合
L
て
､

再

び

｢

流
れ

作

業
+

に

依
つ

て

組
立

て

ら

れ
て

行
く
の

で

あ
る
｡

航
基

機
工

業
に

就
い

て

も
同

夜
の

事
箕
を

指
摘
す
る

専
が

出

奔
る
｡

然
る

に

之

等
の

部

品
を

全

く
自
ら
の

エ

場
に

於
い

て

生

産
す
る

専
は
､

部
品
に

依
つ

て

は

著
る

L

く
不
通

嘗
な

る

場
合
が

有
り

得
る
｡

そ
の

第
一

は

部
品
の

鼓
術
が

軍
縮
で

あ
つ

て

低
労
賃
の

基

礎
に

立
つ

中

小
工

場
に

於
い

て

生

産
せ

L

め

た
る

方
が

有
利
な
る

場
合
で

あ

り
､

第
二

は

国

民
経

済
的

及
び

軍

事
的

見
地

か

ら

L
て
､

或
は

経

営
経

済
的

見
地

か

ら

し
て
､

中

小
工

場
と

大
工

場
と
の

生

産

飴
カ
の

均

衡
を

計
る

上

に

於
い

て
一

部
の

製
品
若
L

く

は

加
工

過

程
を

中
小
工

場
を
し

て

代
位
せ

し

め
る

場
合
で

あ
つ

て
､

国

民
経
済
的

見
地

よ

り

す

れ

ぼ

中

小
工

場
の

下

請

制
に

よ

る

維
持

育

成
政

策
で

あ

り
､

文

革
専
的

見
地

よ

り

す

れ

ぼ
エ

業
の

地

方

分
散
他
に

よ

る

防
塞

封
策
で

あ
る
｡

而
し
て

経
営
経
済
的

見
地

よ

り

す

れ

ぼ

生

産
飴
力
に

超

過

す
る

常
襲
の

一

部
を

中

小
工

場
の

生

産

飴
力

を

以
て

補
足

せ

ん

と

す
る

も
の

で

あ
る
､J

又

第
三

は

故
術
的

見
地

か

ら

部

分
品
の

製
作
が

不
能
で

あ

る

か
､

又

は

そ
の

製
作
.の

薦
の

生

産
設
備
の

固

定
投

資
に

著
る

L

く

尤
大
な

る

費
用

を

要
す

る

軍

政

真
相
借

は

ぎ

る

に

よ

る

か
､

の

何
れ

か

に

依
つ

て
､

之
を

専
門

製
造

脅
敢
に

外

註
す

る

を

有

利
と

す
る

場

合
で

あ

る
■ノ

而
L
て

以

上

三
つ

の

場
合

に

あ
つ

て

は
､

故
に

故
術
的

分
業
と

併
立

L

て

社
食
的

分
業
が

成
立
す

る

の

で

あ

る
｡

次
に

こ

の

社
食
的

分
業
を

電

気
機
関
車
の

製
造
に

就
き

考
察
し

ょ

う

と

恩
ふ
｡

一

基
の

電
気
機
関
事
は

層
常

数
千

箇
の

部
分
品
か

ら

成
立

す

る

の

で

あ

る

が

(

電

気
機

関
革
に

就
い

て

は

集
計

し

た

る

賓
料
が

無
い

の

で

汽
草
食
祀
島
崎

技
師

長
の

調

査

に

な

る

蒸
汽

機

関

革
の

一

例

を

第
十

衰
に

示

す
)

､

こ

の

】

箇
の

部
分
品
は

更
に

幾
多
の

構

成

部
品
に

細
分
さ

れ

る

の

で

あ
る
｡

例
へ

ぼ

句
出
-

○

型
の

電
気
機
関

革
に

於
け
る
一

個
の

連
結
装
置
に

就
き

考
ふ

る

も
､

第
十
一

蓑
の

如

く
四
十

八
偶
の

構
成
部
晶
よ

り

成
立

す
る

の

で

あ

る
｡

斯
く
の

如

く
部
分
品
は

更
に

構
成
部
品
に

細
分
せ

ら

れ

る

結
果
､

二
輌
の

電
気
機

｢



第十表 C 5 8 形機関専部分品

品 名 】個 数現数t
1 8甲
174

1 4 9 8

2 9 2

1 0 2 2

1 95

30 9

1 8 1

2 4 2

2 63

2 9 1

1 9さ

30 6

6 8 1

-1 5 4

7∈i 8 8

種 本 螢

耕 コ
ッ
ク 妻板

篠 附 属 晶

火 格 子 及 友箱

蓮 車重 及 歩 ミ 萩

毒 枠 簡
.
係

シ リ ン ダ 関係

耕
◆
装 置

走 り 装 置(含量 宰)

事 輪 及 軸 箱

バ ネ 装 置

ブ レ ー キ 装置

給 助 装 置

配 管 装 置.
其 他 薙

計

l

n

d

〔

∂

4
】

JO
β

U

7

0

0

9

0

1

∩

一

q
U

4

r

ヘ

リ

( 但 炭水 宰部分品 ヲ 除 ク)

師
事
は

茸
に

数
萬

偶
の

部
品
か

ら

成
立

す
る

専
に

な

る
｡

従
つ

て

之
等
部
品
は
一

部
分
を

外
註
L
､

文
一

部
分
を

下

請
せ

し

め
､

魂
部
を

自

家
工

場
に

て

製
過

す
る

専
一

な

ヵ
､

此

虚
に

防
食
的

分
業
が

行
は

れ
る
｡

就
中
注
目

す

可

き

は
､

之
専

業
者
把

あ
つ

て

製
品
の

互

換

協
定
が

暗
獣
の

裡

に

府
は

れ
て

居
る

凛
で

あ
る
｡

今
日

電
気
機

国
事
の

製
造

食
紅
は

最
大
生

産
能
力
を

有
す

る

東
京

芝

浦
始
め
､

日

立
､

川

崎
､

三

菱
及
び

東
洋
電
機
で

あ

る

が
､

之
等
諸
合
祀
に

於
い

て

生

産
せ

ら

れ
る

電
気
機
関
車
に

取

付
く
可
き

部

分
品

は

相
互

に

補
足

交
換
せ

ら

れ
て

居
る
｡

例
へ

ぼ

之
等
請
合
祀
の

製
作
に

な
る

電
気
機
関
車
に

封

し
､

日

立

製
作
所
は
カ

ノ

ピ

ー
･

ス

イ
ッ

6 7

第十 一 義 E 甘1(壁!電束横闘幸 二

於 ケ ル 連結装置 ノ 部分品

項数1 品 名 l 個 数

2

2

4

2

2.

2

2

2

4

4

8

十
2

2

4

各

8

右

4

左

一

自 動 適 う陪 券

30も輌ノヾ ネ 甲種 五 鍍

引 張 装 置

遵 7 酷 暑 支 工

滑 夕 靴

連 結 器 復心 装置

引 来 夏 置 支 二

役 心 腕

復･ 心 棒

バ ネ 座

蔓 巻 バ ネ

解 放 テ コ

ノ ヽ ン ク

ア
コ 受

同

計合

1

2

∂

4

6

6

7

/
8

9

O

l

り
月

l

｢

⊥

l

1 3

1 4

チ

及
び

計
器
を

提
供
し
､

東
洋
電
機
は
.
パ

ン

タ

グ

ラ

フ

を

碇
供
し
､

同

様
に

芝
浦
電
気
は

高
速
度
遮
断
券

及
び

避
雷
器
を
､

三

菱
電
機
は

基

気
制
動
装
置
を

提
供
し
て
､

部
品
互

換
を

行
ひ

つ

つ

あ
っ

乍

然
る

に

之

等
メ

ー

カ

ー

の

カ

ル

テ

ル

的

存
在
で

遜

る

春

秋
合
は
､

こ

の

互

換

協

定
を

決
L

て

斡
旋
L

た
る

わ

け
で

は

無
い
｡

従
つ

て

こ

の

現

象
は

全
く
自
然
聾
生

的
の

社
食
的

分
業
に

他
な
ら

Ⅰ87

日

本
重

工

業
経
済
拡

於

け

る

生

産

技
術
の

襲

動



｢

】

橋

論
■
叢

弟
十

春

草
二

親

鵬

ぬ

も
の
■
で

挙
る
｡

更
に

今
一

つ

の

分
柴
は

機
関
車
自

憶
に

就
い

て

見
出

さ

れ
る
｡

電
気
機
関

車
は

常

に

電
気
部
分
と

機
械
部
分
と

か

ら

成

脚

立

す
る

の

で

あ

る

が
､

こ

の

両
部
分
は

鼓
術
的

に

頗
る

相

見
す
る

性

質
を

有
⊥
て

居
る
｡

こ

の

薦
こ

の

商

都
分
の

製
造
は

受

話
合
祀
に

於

い

て

分
割
せ

ら

れ
る

場
合
が

あ
る
｡

日

立
･

川

崎
等
は

自
ら

機
械
部
分
の

製
造

設
備
に

飴
力
を

有
す
る

結
果
､

こ

の

両

部
分
を
二

貫
し
で

行
ふ

の

で

あ
る

が
､

之
を

有
せ

ざ
る

工

場
に

あ
つ

て

は

寧
ろ

製
造
工

程
を

他
に

委

託
す
る

を

得
策
と

す
る

結
果
+

三

菱
電
機
に

あ
つ

て

は

機
械
部
分
を

三

菱
重
工

業
に

委

託
L
､

芝
浦
電
気
に

あ
つ

て

は

汽
車
製
造

に

之
を

委

託
し
､

東
洋
電
機
は

日

本

車
輌
に

之
を

委

託
し
て

居

(

証
一

七
)

る

箕
状
で

あ
る
｡

.
此

虚
に

も
吾
々

は

杜
倉
的

分
業
の

姿
を

屈
分
に

看
取

す
る

事
が

出

奔
る
｡

(

革
一

七
)

但

し

芝

浦
電

気
に

あ
つ

て

は

近
々

境
域

部
分
の

自

給
を

行
ふ

も
の

と

聾

表
せ

ら

れ
て

居

る
｡

犬

上

襟
書
々

は
､

日

本

重
工

業
経

済
に

於
け

る

生

産
凍
術
の

欒
動
を
､

生

産
構
造
に

於
け
る

機
械
化
の

聾
展
と
の

閲

聯
に

於
い

て

明
ら
か

に

し

た
｡

其
の

際
論
及
せ

ら

れ

た

る

事
は
､

尭
づ

第
一

に

原
動
機
械
の

生

産
過
程
へ

の

應
用
に

依
る

鼓
術
的

聾
展
と

し
て

は
､

電
動
機
應

用
が

考
へ

.
ら

れ
る

と
い

ふ

専
で

あ

つ

て
､

こ

の

傾

向
が

如

何
な
る

孜
術
的
･

経

済
的

地

盤
に

基

因
し
て

促

準
せ

ら

れ

た
る

か

を

明

ら

か

に

し

た
｡

次
い

で

作
業
機
械
の

分
析
に

入
り
､

そ
の

そ

れ

ぞ

れ
に

於
け
る
一

般
的

聾
展
の
.
方
向
を

指

摘
し
､

就
中

作

業
機
械
の

中
枢
を

な

す

工

作
機
械
の

欒
動
傾

向
が

高
速
度
生

産
へ

の

不
断
の

凄
近

を

行
ひ

つ

つ

軋
る

を

述
べ
､

日

本
重
工

業
の

基

礎

構
造

が

高

度
資
本
主
養
の

上

に

立
つ

鼓
術
的
地

盤
を

確
立

し
っ

つ

あ
る

事
実
を

明
ら
か

に

し

た
｡

更
に

以

上
の

序
速
に

次
い

で
､

高
速

度
生

産
の

鼓
術
的

側
面

を

分
析
､

L
て
､

生

重
点

適
地
の

選
展
を

論
讃
し

た
｡

斯
く
て

書
々

は

日

本
重
工

業
に

放
け
る

生

産
我
術
の

欒
劫
に

関
す
る
一

應
の

序
述

を

魅
了
す



｢

9
β
U

る

勿

で

あ

る

が
､

最
後
に

椒
械
他
の

進
展
が

蘭
す

螢
働

需
要
へ

の

欒
動
を

分
析
し
て
､

結
論
に

代
へ

よ

う

と

息
ふ

一

癖
械
他
の

進
展
が

労
働
を

排
除
す
る

か

香
か

に

関
し
て

は
､

既
に

冒

頭
町
述
べ

た
る

が

如

く
､

正

統
拳
派
の

喜

好
に

あ
つ

て

焼
烈
な
る

論
争
を

展
開
し

た

所
で

あ

か
J

勿
論
己
の

問
題
の

解
泳
は

経
済
基

底
の
■
挙
動
を

超
え

た

る

今
日
に

於
い

て

も
､

備
依
戯
と

し
て

到

達
せ

ら

れ

得
ぬ

の

で

あ

る

が
､

書
々

は

以

下

本
邦
重
工

業
経

済
に

於
い

て

機
械
化
に

よ
る

努
働
補
償
の

進
展
が

如
何
な

る

相

貌
を

露
呈

し
っ

?
あ

る

か

を

真
澄
し

ょ

う

と

息
ふ
J

農
業
の

機
械
化
は

確
か
に

穿
働
の

廟
約
を

揮
つ

て

ゐ
る
｡

こ

の

事
は

努
力
不
足
の

封

策
と

L
て

の

農
業
の
･

機
械
化
が
､

充
分
に

そ
の

目

的
を

到

達
し
っ

つ

あ
る

専
に

依
つ

て

明
瞭
で

あ
る
｡

戯
し

重
工

業
収

於
い

て

は

果
し
て

斯
か

る

結
果
を

随
伴

す
る

も
の

で

あ
る

か
｡

之
が

問
題
で

あ
る
J

考
ふ

る

に

重
工

彙
に

於
け
る

機
械
化
の

進
展
に
.
瞥
一

つ

の

も
ゎ

が

あ
る
｡

一

つ

は

従
布
野
働

に

依
存
し
っ

つ

あ
つ

潅

作

業
部
門
に

新
ら

し

く
機
械
を

挽
用
す
る

場

合
で

あ
つ

て
､

こ

の

場
合
に

は

労
働
の

排
除
は

必
戯
的
で

あ
る
､

･
之

は

機
械
の

本
質
が

都
連
に

存
す
る

か

を

考
察
す
る

な

ら

ば
､

自
ら

明
ら

か

と

な
る
｡

然
し

斯
か

る

場
合
に

あ
つ

て

府
､

セ

イ

の

主
張
す
る

如
き

労
働
の

補
償
は

必
ず
ト

も
完
全
に

行
は

れ

得
る

も
の

で

は

無
い
｡

他
の

三
は

徒
死
機
械
に

依
存
せ

L

作
業
部
門
に
､

よ

且
向

能
率

の

機
械
を

採
用
す
る

場
合
で

あ

つ

て
､

斯
く
の

如
き

場
･
合
に

あ
つ

て

も
労
働
の

排

除
は

必

至
で

あ
る
｡

唯
排
除
せ

ら

れ

た

努
働
が

補
償
さ

れ

得
る

か

香
か

は
+

機
械
の

蟄
展
が

部
分
的
で

あ
る

か

香
か

に

よ

り

て

も

異
り
､

又

そ

れ
が
セ

イ

の

主
張
す
る

如

才
供
給
に

楯
應
す
る

帝

箸
持
つ

か

香
か

に

よ

り
て

も

異
る
｡

新
機
械
の

採
用
が

生

産
行
程
の
】

部
に

行
は

れ
､

生

産
方
法
の

各

面
的

改
新
に

迄

到
ら

ざ

㌃

慧
口

は
､

排
除
さ

れ
た

螢
働
は

補
償
の

路
を

見
出
し

得
ぬ
｡

然
る

に

生

産
方
法
の

改

新
が

全

面

的

な
満

場
合
に

あ
つ

て
一
は

補
償
を

決
定
す
る

も

の

は

市
場
の

進
展
カ
で

あ
る
｡

具
饉
的
に

表

現

す
る

な
.
ら

ぼ
､

新
生

産
技
術
に

よ

る

生

産
力
の

増
大
が
､

憤
格
法
則
を

通
じ
て

旦

産

費
な

幾
何
低
下
せ

し

め
､

之
に

基

因
す
る

債
格
引
下

が

購
買
力
を

誘
起
せ

し

め
て

生

産
物
に

封
す
る

需
要
を

幾
何
増
加
せ

し
む

る

に

到
る

か

と

日
本

軍
工

業
鮭

済
に

於

け

る

生

ま
技
術
の

声
動

･

Ⅰ98
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第
十
=

表

生
壷
技
術
ノ

草
履
ニ

ヨ

ル

職
種
別
職
工

構
成
ノ

欒
化

9 0

横

械

二

組

立

工

其

他

直

接

工

横組 直

撃至接
の rこ エ

比

掌合
る 計

昭

和

十

四

年

昭

和

十

五

年

昭

和

十

大

年

昭

和

十

七

年

人

六
二

五
(

三

九
･

六
)

四
二
一

(

二

六
･

七
)

五

二

八
(

三

三
･

七
)

｢
五

七

四
(

一

〇

〇
･

〇
)

一

･

四
八

人

人

六

三

八
(

三

二
･

七
)

五

三

三
(

二

七
･

四
)

七
七

九
(

三

九
･

九
)

∵

九

五

〇
(

一

〇

〇
･

〇
)

丁
二

〇

人

人

六
九

九
(

二

九
･

六
)

六
七

四
(

二

八
･

六
)

九
八

二
(

四
一

･

八
)

二
､

三

五

五
(

一

〇

〇
･

〇
)

T
〇

四

人

人

六

六

二
(

ニ
ー

･

八
)

九

大

五
(

三

丁
八
)

一

､

四

〇
六
(

四

六
･

四
)

三
､

〇
三

三
(

一

〇

〇
･

〇
)

〇
･

六

九

人

叩

機

械
エ
ニ

ハ

旋
盤
エ
､

セ

ー

バ

ー

エ
､

ブ

レ

ス

エ
､

､

､

､

-

タ

ン

グ

エ

及

ビ

研

磨
エ

ヲ

合
ム
｡

い

ふ

相
封
的

開
聯
が

補

骨
を

決

定
す

る
｡

換

言
す

る

な

ら

ば
､

補
償
を

決
定

す
る

も
の

は

債
格
の

弾
力
性
と

需
要
の

弾
力
性
の

綜
合
で

あ

る
｡

而
し
て

こ

の

綜
合
弾
力
性
が
一

よ

り

大
な

る

場
合
に

於
い

て

の

み

完
全

雇
傭
の

成
立

が

あ

る
｡

斯
く
主
張
す
る

鮎
に

於
い

て
､

書
々

の

立

場
は

マ

ル

サ

ス

補
償
説
へ

の
一

歩
の

接
近

で

も
あ
る
｡

頻
ら

ぼ

現

箕
の

重
工

業
に

於
い

て
､

労
働
排
除
は

如

何
な
る

進
展
を

示
L
ウ

つ

あ
る

か
｡

第
十

二

表

は

陶
東
の

英
機
械
工

場
に

於
い

て

(

証
一

入
)

多
量
生

産
機
械
を

採
用
し

た
る

焉
､

機
械

加
エ

の

行
程
に

排
除
さ

れ
た

機
械
エ

が

組
立
エ

と

L
て

吸

収
さ

れ

た

事
箕
を

語
つ

て

ゐ
る
｡

斯

く
の

如
く
生

産
方
蕗
の

改
新
は

常
に

之
に

伴
ふ

労
働
の

吸

収
を

行
ふ

も
の

で

あ

る

が
､

必
ず
し

も
完
全

に

之
を

補
償
す
る

も
の

で

は

無
い
｡

今
斯
か

る

多
量
生

産
機
械
の

箕

際
應
用
を

見
る

に
､

例
へ

ぼ

東
京
芝
浦
電
衷
に

於
い

て

は
､

高

速
藤
生

産
に

備
へ

て

米
国
に

於
け

る

自
働

機
械
の

優
秀
メ

ー

カ

ー

で

あ
る

プ
ラ

ー

ド

酷
か

ら
マ

ル

ト

マ

チ
ッ

ク

(

ぎ
宇
A

〒
写
邑
つ

)

な
る

竪
形

自
動
盤
数
量
を

購
入

し

た

る

専
が



雪
｡

同
機
は

主
と

し
て

大
形

困
樽
機
の

ナ
ッ

ト

の

切

創
仕
1
に

使

用
し
て

ゐ
る

の

で

雪
が
､

高
の

始
動

孟
ハ

ふ

れ

ぼ

爾
後
は

材

料

を

支
給
す
る

の

み
に

て

管
H

連
績
遥

警
行
ひ
､

カ
ッ

チ
ィ

ン

グ
､

ス

ロ

ッ

チ
ィ

ン

グ
､

ボ

ア

リ

ン

グ
､

ミ

1

り

ン

グ
､

ダ

ラ
イ

ン

デ
ィ

ン

グ

等
の

諸
工

程

牢
目

動
的

に

完
了

し
て

蒜
間
数
十

偶
の

大
形
ナ
ッ

ト

を

製
造
し

得
る

も
の

で

雪
｡

従
つ

て

こ

の

場
合
は

同

機

壷

の

採
用
に

よ
つ

て
へ

旋
盤
､

ボ

ー

ル

握
､

フ

ラ

イ

ス

盤
､

研

磨

畢
等

を
排

除
し

得
､

惹
い

て

は

之
に

附
屡
せ

し

弊

習
も

排

除
す

る

に

到

る
｡

然
る

に

排
除
せ

ら

れ

た

労
働
は

之
に

依
つ

て

補
償
せ

ら

れ

な
い
｡

ナ
ッ

ト

の

供
給
過

剰
は
､

他
工

程
め

檜
加
を

少
し

も

刺
激
せ

ぬ

か

ら

で

率
る
J

筆
者
も
同

機
逼
韓
の

控

警
有
す

る

着
で

あ
る

が
､

同

警
生

産
過

程
に

導
入

す

れ

ば
､

直
ち
■
に

生

産
過
剰
に

陥
る

の

で
､

そ
の

操
業
時
間
は

極

め
て

僅
少
で

雪
て
､

生
産
管
理
の

所

謂

童
…

蔓
〉

の

現

象
を

示

し
て

ゐ

る
｡

こ

の

事
か

ら

補
償

を
決

草
す

る

も
の

は

市
場
の

進
展
力
で

挙
る

と
い

ふ

専
が

明
ら

か

に

な

る
J

而
ト
て

市
場
の

進
展
力
を

促
進
せ

し

む

る

も
の

は
､

資
本
に

よ

る

帝
国

義
的

攣
展
で

雪
｡

書

芸
此

廃
に

失
業
と

販
路
の

関
係

を
見

出

す

居
で

雪
て
､

資
本

義
の

基

礎
に

於
い

て

螢
働

補
償
の

可

能

な
る

を

主

張
せ

ん

と

す
る

も
の

で

あ
る
｡

.

(

彗
入
)

琵
空
に

｢

流
れ

作
業
+

を

導
入

し

た

る

警
に

も
､

同

慧
現

禁
要
す

る
｡

然
し

慧
行
程

に

｢

贋
作

準

言
行
ひ

し

署

に

は

逆
の

現

象
が

警
｡

即
ち
一

方

涜
れ

作
業
の

結

果
と

し

て

組
立

エ

は

排

除
き

れ

る

に

到

り
､

他

方
之

に

よ

る

機

械
工

作
に

対

す

る

労

働

軍
事
の

雷
は

翌
行
程
に

排

除
せ

ら

れ

墓
働
を
吸

掌
る

に

到

る
｡

こ

の

慧
琵
エ

と

翌
エ

と

の

比

は

急
速
に

襲
脅
す

る

も
の

と

見

ら

れ

て

ゐ

る
｡

日

本

重
工

業

経
済
に

於

け
る

塵

慶
我
衝
の

襲

動
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